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ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

 

調
査
の
対
象

　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
市
民

２
千
人
（
無
作
為
抽
出
）
を
対
象

に
実
施
し
、
回
収
数
は
６
７
５
人
、

回
収
率
は
３
３
・
８
％
で
し
た
。

　

 

回
答
者
の
状
況

　

回
答
者
の
内
訳
は
男
性
３
２
６

人
、
女
性
３
４
３
人
で
回
収

率
は
男
性
３
２
・
１
％
、
女
性

３
４
・
９
％
で
し
た
。
年
代
別
で

は
、
60
代
の
回
答
者
が
多
く
20
代

が
少
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

■男女別 不明・無回答 １％　6名

�26 名��� 名

女性
51％

男性
48％

■年代別

158 名

12� 名

117 名

11� 名

90 名

67 名70歳以上 
18％

60歳以上 
24％

40歳以上 
17％

20歳以上 10％

50歳以上 
17％

30歳以上 
13％

10歳以上 1％　6名

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
満
足
度
を
把
握
す
る
た
め
、
２
月
〜

３
月
に
か
け
て
実
施
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
ご
報
告
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
は
市
役
所
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
及
び
市
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。



�

アンケートの結果

　

「
満
足
度
」と

　
　
　

「
重
要
度
」

　

市
が
取
り
組
ん
で
い
る

41
項
目
に
対
し
て
の
満
足

度
・
重
要
度
を
５
段
階
で

評
価
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
と
比
べ
満
足
度
の
平
均

点
は
０
・
０
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
、

重
要
度
の
平
均
点
は
０
・
０
２
ポ

イ
ン
ト
下
降
と
い
う
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

重
要
度
に
つ
い
て
は
３
・
８
０

と
な
っ
て
お
り
、
今
回
の
項
目
の

ほ
と
ん
ど
に
つ
い
て
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま

す
。　
　
　
　

　

な
お
前
回
（
平
成
21
年
度
）
の

市
民
の
満
足
度
の
高
い
項
目
は
？

　　

第
一
位
「
生
涯
学
習
」、
第　

二
位
「
健
康
づ
く
り
」、
第
三　

位
「
消
防
・
救
急
」・「
電
子
自　

治
体
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
が
特
に
力
を
入
れ
る
べ
き

と
考
え
る
こ
と
は
？

　　

第
一
位
「
医
療
体
制
」、
第
二

位
「
防
災
体
制
」、
第
三
位
「
子

育
て
支
援
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●満足度の高い項目・低い項目

●重要度の高い項目・低い項目

■現状の満足度
満足している ５
やや満足している ４
普通 ３
あまり満足していない ２
満足していない １

■韮崎市にとっての重要度
重要である ５
やや重要である ４
普通 ３
あまり重要でない ２
重要でない １

　

 

平
均
点
数
に
つ
い
て

　

満
足
度
の
全
項
目
の
平
均
点
は

２
・
７
６
と
な
っ
て
お
り
「
普
通
」

と
「
あ
ま
り
満
足
し
て
い
な
い
」

の
間
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

質
問
番
号

質　問　項　目
平成 21年度 平成 23年度 質

問
番
号

質　問　項　目
平成 21年度 平成 23年度

満足度 重要度 満足度 重要度 満足度 重要度 満足度 重要度

1 子育て支援の
充実 2.79 4.18 2.79 4.25 22 住宅・宅地の提供 2.86 3.61 2.82 3.60 

2 幼児教育の充実 2.97 3.78 3.02 4.01 23 計画的な土地利用 2.51 3.76 2.48 3.64 

3 学校教育の充実 3.08 3.84 3.10 4.16 24 道路交通網の充実 2.69 3.83 2.67 3.78 

4 青少年健全育成
と社会参加 2.79 3.65 2.72 3.83 25 公共交通の充実 2.33 3.90 2.42 3.80 

5 健康づくりの取
り組みの充実 3.17 3.78 3.14 3.93 26 地域性のある農林業

の展開 2.65 3.78 2.55 3.68 

6 医療体制の充実 2.53 4.20 2.62 4.36 27 魅力的な商業 2.06 3.96 2.49 3.80 

7 地域福祉の浸透 2.83 3.74 2.79 3.89 28 工業の活気 2.19 3.99 2.31 3.93 

8 高齢者福祉の充
実 2.90 3.85 2.94 3.94 29 観光・交流等地域産

業の魅力 2.28 3.97 2.45 3.77 

9 障がい者福祉の
充実 2.90 3.73 2.85 3.85 30 生涯学習の充実 3.05 3.68 3.24 3.68 

10 治山・治水政策 2.90 3.83 2.79 4.06 31 スポーツ活動の充実 2.99 3.65 2.94 3.51 

11 防災体制の構築 2.83 4.04 2.62 4.27 32 「サッカーのまち」
の展開 2.67 3.70 2.94 3.38 

12 消防・救急体制
の充実 3.18 3.84 3.11 4.11 33 文化・芸術の振興 2.75 3.65 2.98 3.37 

13 交通安全・防犯
体制の充実 3.01 3.80 3.02 4.00 34 伝統継承や文化創造 2.66 3.62 2.78 3.45 

14 社会保障体制の
充実 2.84 3.86 2.71 4.01 35 市民主体のまちづく

り活動 2.56 3.73 2.76 3.49 

15 仕事場の確保 2.10 4.20 2.27 4.20 36 開かれた行政 2.83 3.72 2.75 3.67 

16 自然環境の保全 3.13 3.75 3.05 3.75 37 男女共同参画の実現 2.75 3.49 2.75 3.39 

17 循環型社会への
取り組み 2.90 4.04 2.86 4.02 38 コミュニティ活動の

活発化 2.81 3.51 2.82 3.41 

18 景観に配慮した
まちづくり 2.66 3.84 2.69 3.69 39 地域間交流・国際交

流 2.80 3.52 2.85 3.27 

19 公園の充実 2.62 3.89 2.60 3.74 40 電子自治体の取り組
み 2.72 3.75 3.11 3.47 

20 上下水道の整備 2.77 3.93 2.93 3.89 41 行政改革・健全財政
の維持 2.62 3.86 2.50 3.95 

21 市街地の活性化 1.76 4.10 2.05 3.99 　色がついた項目は前回調査時より満足度が伸びているもの

■質問項目一覧表
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市
民
の
皆
さ
ま
の

貴
重
な
ご
意
見
を

ま
ち
づ
く
り
に

い
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
韮
崎
市
「
第
６
次
長
期
総

合
計
画
」
を
平
成
21
年
度
か
ら
平

成
30
年
度
ま
で
の
10
ヵ
年
で
策

　領域については、あくまで４１項目の中の相対的な位置関係を示すために便宜上設定した分類であるため、

Ａ～Ｄは絶対的な区分ではありません。

A 重要度が高いにも関わらず、満足度が低く、重点的に充実が求められている項目

B 満足度が高く、重要度も高いため、継続して充実する必要がある項目

C 満足度は低く、重要度も低いため、他の項目の優先順位を勘案しながら、満足度を向上していくべき項目

D 満足度は高く、重要度が低いため、今後場合によっては満足度の低い他の項目へ優先順位をシフトして い 

　 くことを検討する必要がある項目

満足度と重要度の散布図

定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
各
施
策
の
遂
行
に
反
映
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

企
画
推
進
担
当

　
　

（
内
線
３
５
５
～
３
５
７
）

一
方
で
、「
仕
事
の
場
」、「
市
街

地
」
は
、
前
回
同
様
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
に
と
っ
て
の
重
要
度
を
見
る

と
、前
回
よ
り
「
学
校
教
育
」、「
消

防
・
救
急
」
の
項
目
の
点
数
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

満
足
度
を
見
る
と
、「
健
康
づ

く
り
」、「
消
防
・
救
急
」、「
生
涯

学
習
」
に
つ
い
て
は
、
前
回
同
様

満
足
度
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

前
回（
平
成
21
年
度)

の

結
果
と
の
比
較

■
満
足
度
の
変
化

■
重
要
度
の
変
化

※ 各項目の満足度・重要度の平均点を中心線にしています。
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屋
あ
り
、
病
名
や
症
状
に
応
じ
て

感
染
予
防
の
対
策
が
十
分
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
各
保
育
室
に
は
お

も
ち
ゃ
・
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
・
絵

本
等
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
お
子

さ
ん
の
生
活
リ
ズ
ム
や
体
調
に
合

わ
せ
て
活
動
が
で
き
ま
す
。

　

ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
こ
と
で
無

理
な
く
体
力
を
取
り
戻
せ
る
と
い

う
、
子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
た
保

　　
　
　
　

ス
マ
イ
ル
が
開
設
し
て

　
　
　
　

半
年
余
り
が
経
ち
、
多

　
　
　
　

く
の
ご
家
庭
に
ご
利
用

　
　
　
　

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
イ
ル
で
は
、

　

「
子
ど
も
が
病
気
だ
け
れ
ど
仕

事
が
休
め
な
い
」

　

「
病
気
は
回
復
し
て
き
た
け
れ

ど
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
に

行
か
せ
る
に
は
ま
だ
心
配
」

　

「
子
ど
も
が
感
染
症
（
お
た
ふ

く
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
）
に
罹

っ
て
し
ま
っ
た
が
治
る
ま
で
長
期

間
仕
事
が
休
め
な
い
」
と
い
っ
た

ご
家
庭
を
専
任
の
看
護
師
・
保
育

士
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
室
は
隔
離
室
を
含
め
４
部

育
看
護
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
症
状
や
年
齢
に
応
じ
た
昼

食
（
一
食
５
２
５
円
）
も
提
供
で

き
ま
す
。

■
手
続
き
に
つ
い
て　

　

事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

　

か
か
り
つ
け
の
病
院
を
受
診
し

て
い
た
だ
き
、
保
育
所
を
利
用
し

て
も
よ
い
状
態
で
あ
る
と
い
う
、

医
師
の
診
断
を
受
け
て
か
ら
、
予

約
を
入
れ
て
い
た
だ
く
と
手
続
き

は
完
了
で
す
。

　

そ
の
他
、
詳
細
は
病
児
・
病
後

児
保
育
所
ス
マ
イ
ル
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
施
設

見
学
も
で
き
ま
す
の
で
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
子
ど
も

・
生
後
６
ケ
月
～
小
学
校
３
年
生

・
市
内
在
住
の
児
童

・
市
内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小

学
校
に
通
っ
て
い
る
児
童

・
保
護
者
が
市
内
に
勤
務
し
て
い

る
児
童

■
開
所
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

（
祝
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
）

■
利
用
料
金

　

一
日
に
つ
き
階
層
区
分
に
よ
り

　

無
料
か
ら
３
千
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
市
病
児
・
病
後
児
保
育
所

　

「
ス
マ
イ
ル
」

　

（
市
立
病
院　

病
棟
２
階
）

　

☎
２
３
ー
４
５
０
７　
　
　
　

　

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
別
に
し

て
い
る
18
歳
到
達
後
最
初
の
３
月

ま
で
に
あ
る
児
童
（
身
体
・
精
神

に
障
害
の
あ
る
児
童
は
20
歳
未

満
）
な
ど
、
次
に
該
当
す
る
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
、
家
庭
の

生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
を
図

る
た
め
、手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
制
限
等
、
受
給
用

件
が
あ
り
ま
す
。

※
公
的
年
金
の
受
給
者
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
児
童

・
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

　

（
遺
族
年
金
受
給
者
は
除
く
）

・
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
害
状

態
に
あ
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明
な

児
童

・
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

・
未
婚
の
母
の
子

※
児
童
が
公
的
年
金
を
受
給
で
き

る
場
合
、
児
童
福
祉
施
設
・
里
親

に
委
託
さ
れ
て
い
る
場
合
、
父
ま

た
は
母
の
配
偶
者
（
内
縁
関
係
も

含
む
）
に
養
育
さ
れ
て
い
る
場
合

等
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
支
給
月

　

12
月
（
８
月
～
11
月
分
）

　

４
月
（
12
月
～
３
月
分
）

　

８
月
（
４
月
～
７
月
分
）

※
手
当
の
支
給
開
始
は
、
申
請
書

を
提
出
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。

※
毎
年
８
月
に
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
担
当

　

（
内
線
１
７
４
）

　

大
学
や
高
等
学
校
に
入
学
・
進

学
す
る
際
に
は
、
入
学
金
・
授
業

料
の
ほ
か
、
施
設
設
備
費
や
制
服

代
な
ど
の
経
費
が
必
要
で
す
。

　

県
で
は
、
母
子
・
寡
婦
家
庭
の

お
子
さ
ん
の
入
学
・
進
学
に
必
要

な
資
金
計
画
に
つ
い
て
ご
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
お
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

︻
母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
限

度
額
の
例
︼

私
立
大
学
・
自
宅
外
通
学
の
場
合

○
修
学
資
金　

月
額
六
万
四
千
円

　

（
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学

　

金
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。）

○
就
学
支
度
資
金　

五
十
九
万
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　

中
北
保
健
福
祉
事
務
所　

　

福
祉
課
児
童
家
庭
担
当

☎
０
５
５
ー
２
３
７
ー
１
３
８
１

 

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

母
子
・
寡
婦
家
庭
の
み
な
さ
ん

お
子
さ
ん
の
入
学
進
学
に
必
要

な
資
金
計
画
は
お
済
で
す
か
？

　
　
「
働
く
パ
パ
・
マ
マ
の
応
援
団
」

　
　
　
　
　
　
　

〜
病
児
・
病
後
児
保
育
所

　
　
　
　
　
　
　

 

「
ス
マ
イ
ル
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
〜

﹁
ス
マ
イ
ル
﹂
の
利
用
者
の
声

○
小
学
生
兄
弟
の
母

　

兄
弟
で
長
期
に
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
仕
事
も
休
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
所
を
、
預
か
っ
て
も

ら
え
て
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
看

護
師
さ
ん
保
育
士
さ
ん
が
見
て
く
れ

る
の
で
安
心
し
て
預
け
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
が
「
ま
た
行
き
た
い
」
と
言

っ
て
い
ま
す
。

○
３
歳
児
の
母

　

子
ど
も
の
病
気
で
仕
事
を
休
む
日

が
多
く
、
育
児
と
仕
事
の
両
立
の
難

し
さ
を
感
じ
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
思

い
切
っ
て
ス
マ
イ
ル
さ
ん
を
利
用
し

た
ら
子
ど
も
の
一
日
の
様
子
も
詳
し

く
知
ら
せ
て
い
た
だ
け
る
の
で
安
心

し
て
預
け
ら
れ
ま
し
た
。
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長
い
人
生
を
ハ
ツ
ラ
ツ
と
健
や
か
に
送
っ

て
い
た
だ
く
に
は
、
日
頃
の
健
康
づ
く
り
、

病
気
の
早
期
発
見
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

第
一
歩
は
、
あ
な
た
自
身
の
健
康
状
態
を

正
確
に
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

７
月
よ
り
総
合
健
診

（
特
定
健
診
・
各
種
が
ん

検
診
）
を
実
施
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
下
記
の
図
で
、

あ
な
た
が
受
け
る
健
診

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

健
診
の
内
容
や
日
程

を
確
か
め
、
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
、
７
月

上
旬
に
﹃
健
診
キ
ッ
ト
﹄

を
送
付
し
ま
す
。

　

過
去
３
年
間
に
市
の

総
合
健
診
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
方
や
新
た
に

健
診
を
受
け
る
方
は
、 

受
診
日
の
２
日
前
ま
で

に
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
ー
４
３
１
０

市の国保以外
（会社の保険など）

市の国保 市の基本健診

会社などの基本健診
または、市の基本健診

市の特定健診

※受診券の発

行・受診の方法

は、加入してい

る医療保険へお

問い合わせくだ

さい。被扶養者

の方で、市の特

定健診を受診す

る場合は『特定

健診受診券』が

必要です。

市の基本健診

40歳～74歳の方

75歳以上の方

後期高齢者
医療保険

総合健診ではなく
人間ドックを
　　受診したい !

市の国保加入者で

３５歳～６９歳のみ

別途料金がかかります！

【補助があります】

総合健診を受けずに保健福祉センター

に申し込み（１２月１４日まで受付中！

詳細は６月号 Ｐ１３）

※人間ドックと総合健診の両方は受診できません！

※会社などの特定健診

総
合
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

各種がん検診が
受診したい！

加入している健康保険に関係なく、総合健診の会場でがん検診を受診

することができます。年齢は下記表をご覧ください。

25歳～39歳の方

健康保険の種類は？ 受ける健診はこれです！

■各種検診のご案内
種類 対象者 金額 備考

特定健診（基本健診）

① 25 歳～ 39 歳
② 40 歳以上 74 歳以下の国保加入者
③ 40 歳以上 74 歳以下の国保以外の保険の
　被扶養者
④ 75 歳以上

1,500 円
70 歳以上は無料
③の方は加入している
保険によって金額が
異なります

肝炎ウイルス検査 40 歳以上の方で、過去に受診していない方 500 円
70 歳は無料 詳細は P ８を参照してください

骨粗しょう症検査 40、45、50、55、60、65、70 歳の女性 1,000 円
70 歳は無料

歯科健診 25 歳以上の方 無料 日程は P ７を参照してください

胃がん検診 40 歳以上の方 1,000 円
70 歳以上は無料

肝がん検診 25 歳以上の方 1,000 円
70 歳以上は無料

● 子宮がん検診 20 歳以上の女性 2,000 円
70 歳以上は無料

● 乳がん検診 25 歳以上の女性 1,000 円
70 歳以上は無料 日程は P ７を参照してください

肺
が
ん
検
診

胸部レントゲン検診 25 歳以上の方 500 円
70 歳以上は無料

65 歳以上の方は結核定期健康診査
を含みます

CT 検診 40 歳以上の方 2,000 円 日程は P ７を参照してください

● 喀たん検査 40 歳以上の方で喫煙指数 600 以上 1,000 円
70 歳以上は無料

喫煙指数とは
1 日の喫煙本数×喫煙年数

大腸がん検診 25 歳以上の方 500 円
70 歳以上は無料 詳細は P ８を参照してください

前立腺がん検診 50 歳以上の男性 500 円
70 歳以上は無料

市の国保以外
（会社の保険など）

市の国保

年齢については、平成２５年３月３１日現在の年齢です。   ●印の検査は、別の日程で行います。   
乳がん検診は総合健診以外の日程もありますので、保健福祉センターへお問い合わせください。   

年齢は？
平成２５年３月３１日現在
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■
都
合
の
悪
い
場
合

　

該
当
地
区
以
外
の
日
に
も
受
診

で
き
ま
す
。
な
お
、
変
更
の
連
絡

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
乳
が
ん
検
診
を
予
約

さ
れ
て
い
る
方
で
変
更
が
生
じ
た

場
合
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　

健
康
増
進
担
当

　
　

保
健
指
導
担
当

　
　

☎
２
３
ー
４
３
１
０

各
地
区
総
合
健
診
日
程
表

●
健
診
結
果
報
告
に
つ
い
て

　

健
診
受
診
日
よ
り
約
一
ヶ
月
後
に
健
診
結
果
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
者
に
は
通
知
を
送
り
ま
す
の
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

総
合
健
診
時
の

託
児
を
実
施
し
ま
す

■
対
象
児
童

　

６
ヶ
月
以
上
小
学
３
年
生
以
下

の
お
子
さ
ん

■
実
施
会
場

　

文
化
ホ
ー
ル
・
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
２
会
場
の
み

■
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方

　

受
診
日
の
７
日
前
ま
で
に
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

健診日 地区・場所 受付時間 受付地区
肺

ＣＴ
歯科健診

乳がん検診
（午後）

７月18日（水）
地区 円野 8:00 ～　9:00 上円井

○
場所 つぶらの会館 9:00 ～ 10:30 下円井、入戸野、宇波円井

７月19日（木）
地区 清哲 8:00 ～　9:00 折居、折居台、御杉

○
場所 清哲会館 9:00 ～ 10:30 青木、中谷

７月20日（金）
地区 神山 8:00 ～　9:00 武田、北宮地

○
場所 神山体育館 9:00 ～ 10:30 鍋山、御堂

７月21日（土）
地区 韮崎 8:00 ～　9:00 中央町、本町

○
場所 保健福祉センター 9:00 ～ 10:30 岩下、上ノ山、一ツ谷、祖母石

７月22日（日）
地区 韮崎 8:00 ～　9:00 水神、富士見ヶ丘、若宮、栄

○ ○
場所 保健福祉センター 9:00 ～ 10:30 富士見、中島

７月24日（火）
地区 旭 8:00 ～　9:00 中割、南割

○
場所 旭体育館 9:00 ～ 10:30 北割

７月25日（水）
地区 藤井 8:15 ～　9:15

絵見堂、鳥居、駒井、上野、
道下、坂井 ○ ○ ○

場所 文化ホール 9:15 ～ 10:30 北下條、南下条、相垈、蔵の前

７月26日（木）
地区 穴山・全体 8:15 ～　9:15

穴山町全域 ※送迎ワゴン車有
8:00 重久公民館 →　　　
8:05 穴山デイサービス →
8:10 石水公民館 →　　　
8:15 伊藤窪公民館 →　　
8:20 久保公民館　　　　　

○ ○

場所 文化ホール 9:15 ～ 10:30 未受診者

７月27日（金）
地区 龍岡 8:00 ～　9:00 若尾新田、坂の上

○
場所 龍岡体育館 9:00 ～ 10:30 石宮、真葛、越道

７月29日（日）
地区 全体 8:00 ～　9:00

未受診者 ○ ○
場所 保健福祉センター 9:00 ～ 10:30

10月12日（金）
地区 大草 8:00 ～　9:00 若尾

○
場所 大草ふれあいセンター 9:00 ～ 10:30 羽根、西の割、町屋

10月16日（火）
地区 穂坂 8:00 ～　9:00

宮久保、飯米場、鳥の小池、
権現沢、上ノ原、日之城

○
場所 勤労青年センター 9:00 ～ 10:30

三之蔵、柳平、三ツ沢、上今井、
長久保、原

10月17日（水）
地区 中田・全体 8:15 ～　9:15 中田町全域

○ ○ ○
場所 文化ホール 9:15 ～ 10:30 未受診者

10月18日（木）
地区 全体

8:15 ～ 10:30 未受診者 ○ ○
場所 文化ホール

10月19日（金）
地区 全体

8:15 ～ 10:30 未受診者 ○ ○ ○
場所 文化ホール

10月20日（土）
地区 全体

8:00 ～ 10:30 未受診者 ○
場所 保健福祉センター

10月21日（日）
地区 全体

8:00 ～ 10:30 未受診者 ○ ○
場所 保健福祉センター

10月27日（土）
地区 全体

8:00 ～ 10:30 未受診者 ○
場所 保健福祉センター

10月28日（日）
地区 全体

8:00 ～ 10:30 未受診者 ○ ○
場所 保健福祉センター

肺がん検診（ＣＴ検診）、歯科健診、乳がん検診（午後）は指定日（○印）のみの実施になります。
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節
目
年
齢
の
方
を
対
象
に

検
診
の
自
己
負
担
金
の
免

除
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
市

の
総
合
健
診
会
場
で
実
施

し
ま
す
。

●
大
腸
が
ん
（
便
潜
血
）
検
診

　

早
期
の
大
腸
が
ん
は
、
９
割
以

上
が
完
治
し
ま
す
が
、
が
ん
の
進

行
と
と
も
に
治
癒
率
は
下
が
り
ま

す
。

　

対
象
の
方
に
は
「
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
」
と
「
検
診
手
帳
」
を
７
月

上
旬
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
検
診
に
必
要
な
キ
ッ

ト
」
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
や
過
去
３
年
以
内
に

総
合
健
診
の
受
診
歴
が
あ
る
方
に

は
、
総
合
健
診
の
案
内
と
と
も
に

７
月
上
旬
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

　

右
記
以
外
の
方
で
、
受
診
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
に
て
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

●
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
血
液
）
検
診

　

肝
臓
の
病
気
で
あ
る
肝
炎
は
、

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
肝
炎
に
な
る
と
肝

臓
の
細
胞
が
壊
れ
、
肝
臓
の
働
き

を
悪
く
し
ま
す
。
ま
た
、
治
療
を

放
置
す
る
と
肝
硬
変
や
肝
が
ん
へ

と
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
受
診
勧
奨
の
通

知
を
７
月
上
旬
ま
で
に
郵
送
し
ま

す
。

※
な
お
、
こ
の
検
診
は
過
去
に
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
診
（
市
の

総
合
健
診
・
勤
め
先
の
人
間
ド
ッ

ク
・
出
産
時
な
ど
）
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
場
合
は
、
今
回
受
診
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
実
施
日

　

今
月
号
７
ペ
ー
ジ
「
各
地
区
総

合
健
診
日
程
表
」
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

●
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い

　

検
診
の
当
日
は
、

︻
大
腸
が
ん
検
診
の
場
合
︼

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
・
検
便
・

　

保
険
証

︻
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
場
合
︼　

　

受
診
勧
奨
通
知
、
保
険
証

※年齢は平成２４年４月１日現在です。

●大腸がん検診・肝炎ウイルス検診対象者

年齢 生年月日 対象検診項目

40歳 昭和46（1971）年４月２日～
昭和47（1972）年４月１日

大腸がん検診・
肝炎ウイルス検診

45歳 昭和41（1966）年４月２日～
昭和42（1967）年４月１日

大腸がん検診・
肝炎ウイルス検診

50歳 昭和36（1961）年４月２日～
昭和37（1962）年４月１日

大腸がん検診・
肝炎ウイルス検診

55歳 昭和31（1956）年４月２日～
昭和32（1957）年４月１日

大腸がん検診・
肝炎ウイルス検診

60歳 昭和26（1951）年４月２日～
昭和27（1952）年４月１日

大腸がん検診・
肝炎ウイルス検診

65歳 昭和21（1946）年４月２日～
昭和22（1947）年４月１日 肝炎ウイルス検診

■お問い合わせ（保健福祉センター）

　健康増進担当　保健指導担当　☎２３－４３１０

受
け
て
ま
す
か
？
節
目
年
齢
の
方

大
腸
が
ん
検
診
・

　
　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
無
料
検
診
を
実
施

　

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
で
は
、

２
０
１
２
年
度
ハ
ー
フ
シ
ー
ズ
ン

ク
ラ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
（
指
定

席
除
く
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
種
別
・
年
会
費

　
　

大
人
・
メ
イ
ン
Ｓ
自
由

　
　

１
９
、０
０
０
円

※
そ
の
他
の
種
別
・
年
会
費
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
ゲ
ー
ム

　
　

第
22
節
Ｆ
Ｃ
岐
阜
戦

　
　

（
７
月
１
日
）

　
　
　
　

～
シ
ー
ズ
ン
終
了
ま
で

※
天
皇
杯
は
除
く

●
募
集
期
間

　
　

９
月
30
日（
日
）ま
で

●
お
問
い
合
わ
せ

　

申
込
方
法
、
特
典
、
そ
の
他
は

㈱
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
山
梨
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
ま
で

☎
０
５
５
ー
２
５
４
ー
６
８
６
７

ＶＦ甲府
2012ハーフシーズン

クラブサポーター
会員募集

　

県
内
外
の
有
力
チ
ー
ム
を
招

き
、
韮
崎
中
央
公
園
を
メ
イ
ン
会

場
と
し
て
本
市
の
こ
ど
も
た
ち
の

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
市
民
の

み
な
さ
ま
に
も
ご
観
戦
い
た
だ

き
、
プ
レ
ー
す
る
選
手
た
ち
に
熱

い
声
援
を
お
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

試
合
会
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、

韮
崎
中
央
公
園
陸
上
競
技
場
、
同

芝
生
広
場
、
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
穂
坂
、韮
崎
市
営
総
合
運
動
場
、

韮
崎
市
営
御
勅
使
サ
ッ
カ
ー
場
と

複
数
の
会
場
が
設
営
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
詳
し
い
日
程
等
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

小
学
生
の
部　

　

  

７
月
７
日（
土
）・
８
日（
日
）

　

中
学
生
の
部

　

  

７
月
７
日（
土
）・
８
日（
日
）

　

高
校
の
部

　

  

７
月
14
日（
土
）～
16
日（
月
）

　

女
子
の
部

　

  

７
月
28
日（
土
）・
29
日（
日
）

　

シ
ニ
ア
の
部

　

  

11
月
３
日（
土
）・
４
日（
日
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

実
行
委
員
会
事
務
局

　
　

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当
）

　
　

☎
２
２
ー
０
４
９
８

第
32
回 

武
田
の
里
に
ら
さ
き

 

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス 

を
開
催
！
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平
成
24
年
度
よ

り
、
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
が
改

定
と
な
り
ま
し

た
。

　

平
成
19
年
度
に

税
率
を
改
定
し
ま
し
た
が
、
医
療

費
の
増
加
等
に
よ
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
今
後
、
加
入
さ
れ
る
み
な
さ

ま
の
医
療
費
を
支
払
う
こ
と
が
困

難
と
な
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険

制
度
を
将
来
に
わ
た
り
維
持
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
改
定
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

「
平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険

税
の
納
税
通
知
書
」
は
、
７
月
中

旬
に
世
帯
主
宛
に
郵
送
い
た
し
ま

す
。

※
世
帯
主
が
社
会
保
険
等
に
ご
加

入
の
場
合
で
も
、
同
じ
世
帯
に
国

保
加
入
者
が
い
る
場
合
は
、
世
帯

主
名
義
で
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

国
保
税
率
が

　

か
わ
り
ま
す

■平成２４年度税率等・限度額

国
保
税
額
の
お
知
ら
せ
は

　
　
　
　

７
月
中
旬
に
発
送

離
職
さ
れ
た
方
は

　

国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　

　

軽
減
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必

要
で
す
の
で
、
対
象
者
は
市
民
課

国
保
医
療
担
当
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

次
の
①
～
③
の
全
て
の
条
件
を

満
た
す
者

①
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離

職
し
た
人

②
離
職
日
現
在
で
65
歳
未
満
の
人

③
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を

受
け
る
方
で
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
の
離
職
理
由
コ
ー
ド

（
11
、
12
、
21
、
22
、
23
、
31
、

32
、
33
、
34
）に
該
当
す
る
人

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

・
印
鑑

　

ま
た
、
保
険
税
に
は
そ
の
他
の

減
免
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
の

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
で

す
。
８
月
以
降
も
認
定
証
が
必
要

な
場
合
は
、
７
月
下
旬
～
８
月
中

に
市
民
課
国
保
医
療
担
当
で
更
新

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
被
保
険
者
証

・
印
鑑

・
過
去
１
年
間
の
入
院
日
数
が
90

日
を
超
え
る
場
合
は
、
入
院

日
数
の
確
認
で
き
る
医
療
機

関
発
行
の
領
収
書
（
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
み
） 

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

国
保
医
療
担
当

　
　

（
内
線
１
２
７
～

　
　
　
　
　
　

１
３
０
・
１
３
７
）

林
を
、
健
全
な
姿
で
未
来
に
引
き

継
い
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
県
で
は
、

平
成
24
年
４
月
か
ら
「
森
林
環
境

税
」
を
導
入
し
、
公
益
的
機
能
が

発
揮
さ
れ
る
森
づ
く
り
を
進
め
て

参
り
ま
す
。
県
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
の
使
い
み
ち
に
関
す
る
こ
と

県
森
林
環
境
部
森
林
環
境
総
務
課

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
６
３
４

　

税
の
仕
組
み
に
関
す
る
こ
と

　

県
総
務
部
総
務
課

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
３
８
７

　

県
の
約
８
割
を
占
め
る
森
林

は
、
災
害
、
温
暖
化
等
を
防
止
す

る
な
ど
、
公
益
的
機
能
を
有
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
民
有
林
の
中

に
は
社
会
経
済
環
境
の
変
化
に
伴

い
、
整
備
が
行
き
届
か
ず
、
荒
廃

が
進
み
、
森
林
の
持
つ
多
様
な
公

益
的
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る

森
林
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
良
好
で
快
適
な
生

活
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
す
る

た
め
に
は
、
県
民
の
暮
ら
し
を
支

え
る
か
け
が
い
の
な
い
山
梨
の
森

４
月
か
ら
森
林
環
境
税
を
導
入

「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
更
新　

　

平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
、

倒
産
、
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど
に

よ
り
離
職
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険

加
入
者
に
つ
い
て
は
、
前
年
の
給

与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
し
て

所
得
割
が
算
定
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

所得割 資産割 均等割 平等割 賦課限度額
医療分 7.0% 25.0% 24,700 円 21,200 円 510,000 円
後期高齢者
支援金分 2.7% 7.0% 7,900 円 8,600 円 140,000 円

介護分（※） 2.5% 7.0% 9,500 円 7,200 円 120,000 円

（※）介護分は、４０歳以上６５歳未満の方のみ  

税目 納期限
市県民税　　　　　　　　第 1 期 7 月 17 日（火）
固定資産税　　　　　　　第 2 期

7 月 31 日（火）国民健康保険税　　　　　第 1 期
後期高齢者医療保険料　　第 1 期

◆今月の夜間納税相談・収納窓口
　７月１８日（水）・２７日（金） １８時～２０時３０分
◆今月の休日納税相談・収納窓口
　７月２８日（土）　１０時～１６時
※来庁の際は、市役所西側出入り口をご利用ください。
■お問い合わせ　徴収・管理担当（内線１６３～１６６）

今月の納税
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75
歳
以
上
の
方
が
８
月
１
日
よ

り
使
用
し
て
い
た
だ
く
新
し
い
被

保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
新

し
い
被
保
険
者
証
は
、
さ
く
ら
色

で
、
７
月
下
旬
に
簡
易
書
留
で
郵

送
さ
れ
ま
す
。

　

届
き
ま
し
た
ら
お
名
前
等
を
ご

確
認
い
た
だ
き
、
医
療
機
関
で
診

療
等
を
受
け
る
際
に
は
、
ご
提
示

く
だ
さ
い
。
現
在
お
使
い
の
被
保

険
者
証
は
、
８
月
以
降
お
使
い
に

な
れ
ま
せ
ん
。
各
自
に
お
い
て
廃

棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
も
、
８
月

１
日
よ
り
新
し
く
な
り
、
被
保
険

者
証
と
は
別
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

前
年
度
交
付
を
受
け
て
い
る
方

で
今
年
度
も
適
用
要
件
に
該
当
す

る
場
合
は
、
引
き
続
き
交
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

（
※
新
規
に
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受

新しい
後期高齢者医療
被保険者証は

さくら色に！

　

４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

と
お
り
、
平
成
24
・
25
年
度
に
つ

い
て
、
図
１
の
と
お
り
保
険
料
率

が
改
定
に
な
り
ま
す
。

□
均
等
割
軽
減

　

（
均
等
割
額
３
９
、６
７
０
円
）

　

軽
減
判
定
対
象
総
所
得
金
額
等

が
図
２
に
該
当
す
る
世
帯
の
被
保

険
者
は
、
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

□
所
得
割
軽
減

　

所
得
割
額
を
負
担
す
る
被
保
険

者
の
う
ち
、
基
礎
控
除
後
の
総
所

得
金
額
等
が
58
万
円
を
超
え
な
い

方
に
つ
い
て
は
、
所
得
割
額
が
一

律
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

□
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
に
対

　

す
る
９
割
軽
減

　

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
所
得

割
額
は
発
生
せ
ず
、
均
等
割
額
は

９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
る「
特
別
徴
収
」

け
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

適
用
要
件
等
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。） 

と
、
納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
る

「
普
通
徴
収
」の
２
通
り
で
す
。（
図

３
）

　

口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
を
希

望
す
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
国
保
医
療
担
当

（
内
線
１
２
７
～

　
　
　
　
　

１
３
０
・
１
３
７
）

・
徴
収
担
当

（
内
線
１
６
３
・
１
６
５
）

・
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
５
５
ー
２
３
６
ー
５
６
７
１

22・23年度の保険料率
所得割率　　 7.28％
均等割額　38,710 円

24・25年度の保険料率
所得割率　    7.86％
均等割額　39,670 円

保険料額 ＝
　　　39,670円 ＋（所得－33万）×7.86％
　　〈均等割額〉　〈所得割額〉
※保険料の賦課限度額は55万円です。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

被
保
険
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
中
の

所
得
に
基
づ
き
毎
年
７
月
に
算
定

さ
れ
、
７
月
中
旬
ま
で
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

年
度
途
中
の
資
格
取
得
者
（
75

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
や
転
入

等
）
へ
は
、
資
格
取
得
の
翌
月
に

通
知
し
ま
す
。

※
保
険
料
率
の
改
定
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
に
つ
い
て

保
険
料
率
の
軽
減
に
つ
い
て

保
険
料
の

納
付
方
法
は
２
通
り

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に

つ
い
て

均等割が軽減される世帯 軽減割合
同一世帯
内の被保
険者及び
世帯主の
総所得金
額等が

8.5割軽減に該当する場合に、その世帯の
被保険者全員に年金収入以外の所得がな
く、年金収入が80万円以下の世帯

9割

基礎控除額（33万円）以下の世帯 8.5 割
基礎控除額（33万円）＋｛24.5万円×被保
険者数(被保険者である世帯主は除く)｝以
下の世帯

5割

基礎控除額（33万円）＋｛35万円×被保険
者数｝以下の世帯 2割

図２

図３

原則年金から天引き（特別徴収）

年金額が年額 18 万円未満

介護保険料と後期高齢者医療保険料の
合算額が年金額の 2 分の 1 を超える

はい

いいえ

いいえ

年6回の年金の定期払いの際に、年金から保険料があらかじめ差し引かれます。
4月から保険料が天引きされている方は、年間保険料から4.6.8 月に仮徴収され
た金額を差し引いて、残りを3回で割った額が、10.12. 翌年 2月に徴収されます。

年金から天引きでなく、口座振替を希望する場合

【持ち物】
・振替口座の預金通帳
・通帳の届出印
・後期高齢者医療被保険者証  

【受付窓口】
市民課国保医療担当手続きが

必要です。

納付書・口座振替
で納付（普通徴収）

市から送られる納付
書で、期日内に指定
された金融機関等で
納めます。納期は、
7月～翌年 2月の 8
回です。口座振替月
も同月です。

はい

図１



　　

 

　最近は、公共施設でも禁煙となっているところが多くなりました。タバコの害については皆さ

ん良くご存じでしょうが、喫煙者だけでなく周囲の受動喫煙も問題です。

　禁煙は『やめよう』という強い意志が必要です。それでもニコチン依存症

であったり、誘惑にまけてしまうと禁煙は難しいものです。以前はニコチン

ガム、ニコチンパッチといった薬を使っていましたが、現在では薬局で市販

されています。

　最近では医療機関での禁煙外来を行う施設が増えてきています。健康保険

で治療を受けることもできます。ニコチンを含まない内服薬を服用します。

１２週間にわたり計５回の診察で禁煙を支援していきます。いままでの薬と

くらべて成功する人は多いです。すべての医療機関で保険治療ができるわけ

ではありませんが、まずはホームドクターに相談をしてみましょう。

今までに何回も禁煙しようとしましたが、どうして
もやめられません。職場も全面禁煙となりました。
何か良い方法はありませんか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　（46歳男性）

※詳細は、市役所ホームページに掲載及び政策秘書課、市立病院事務局で配布していま 
　す『韮崎市職員（看護師）中途採用試験案内』をご覧ください。
■お問い合わせ　政策人事担当（内線３２５）

採用職種 試験区分 採用者数 採用日 申込受付 試験日 資格要件等

看護師 短大卒業程度 若干名 9月 1日 7月 6日（金）～20日（金） 8月3日（金） 看護師免許を有する人

韮崎市職員（看護師）を募集します。

「荻太郎展」

■開催期間　８月５日（日）まで

　新制作協会で活躍した荻太郎。人間愛を根底とした情

感あふれる世界を感じていただける企画展です。

 １階の常設展では、上村松園、片岡球子等、２階第２

展示室では、鈴木信太郎の作品を紹介します。第３展示

室では、島岡達三、原田拾六、バーナード・リーチ等の

作品を展示しています。

■開館時間　１０時～１８時（入館は１７時半まで）

■休館日　水曜日（祝日の場合は翌日）

■入館料　大人５００円　小中高２００円

※障害者手帳を提示の方は、本人及び介添人１名が無料。

　団体（２０名以上）割引あり

※市内在住・在学の小中学生は無料

※常設展・企画展を何回でも観覧できるお得な年間パス

　ポート会員も、受付中です。

韮崎市民交流センター「ニコリ」１階

韮崎大村美術館 サテライトスペース企画展

　大村智氏より寄贈されたバーナード・リーチ等の作品

をご覧いただけます。

　また日本を代表する彫刻

家、桑原巨守とその教え子た

ちのブロンズ像等の作品を

ご覧いただけます。

　市民交流センター内の無料でご覧いただけるスペース

ですので、お気軽にお立ち寄りください。

■開館時間　９時～１７時

■休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）

■お問い合わせ先（水曜日除く、１０時～１７時まで）

韮崎大村美術館　☎ ２３ー７７７５

ホームページ：www.nirasakiomura.artmuseum.com

informationinformation

アドバイザー  韮崎市立病院
内科　医長　池田　フミ

市民のみかた
消費生活相談窓口
おかしいな！？と思ったら
今すぐ電話を
☎２２―１１１１（内線２１６）

　高齢者だけでなく“若者”も狙われています！

　こんなメールは要注意です。

『××です。いつも話を聞いてもらっているので、お

礼として○○さんの希望の時間に２, ０００万円を確

実に・・・』

『２, ０００万円の受け取りをお願いできませんか・・・』

詐欺的“サクラサイト”商法
きっかけは

　メルアドに直接届く広告メール、ＳＮＳサイト・ブログの書き込みから入って

いくサイト、懸賞サイト・占いサイト・小遣いサイトに登録した後届くメールな

ど様々なサイトがきっかけです。

メールの相手は

　芸能人、芸能人のマネージャーなどになりすまし、『相談に乗ってくれたら報

酬を払う』とか、『ただ単にお金を受け取ってほしい』と持ち掛けます。

サイト運営業者を名乗って

　やり取りの相手からお金（ポイント）を預かっている、メルアド交換のために

はランクアップが必要、文字化けしたので、文字化け解除料が必要と言われる。

　メールを頻繁に交換するよう巧みに誘導され、サイトに高額な利用料金を払って

しまうことがあります。“サクラ”らしいということは分かっても、その証明は困難

です。そのようなサイトは利用しないようにしましょう。

★サクラって？★

元々さくらとは、客の購買意欲をそそるため客のふりをして、品物をほ

めたり、場を盛り上げる仲間のこと。この場合のサクラとは、サイトの利

用者からお金を使わせることを目的とした、会員のふりをした従業員も
しくはバイトのことです。

■お問い合わせ　商工労政担当（内線２１６）



月 火 水 木 金 土 日

　　 　

　 　　　　

　　　

すくすく教室
　受付：13時～13時30分
　対象児：Ｈ23年12月生まれ
　離乳食指導や離乳食の試食
　を中心に行います。

休館：

歯科衛生士さんと
　おしゃべり
　10 時 30 分～
　歯についてのなんでも相談
　定員：10 組【要予約】

パパ・ママ学級（H23年
　度Ｅ－4回目）育児学級
　13時30分～
　Ｈ23年度Ｅコースの4回
　目です。出産後の子育てに
　ついて情報交換しましょう。

休館： （午前）

パパ・ママ学級
　Ａコースの 3 回目です
　午前 9 時～
　沐浴指導や新生児の育児に
　ついて行います。
　武田の里にらさき
　サッカーフェスティバル
　（小学生の部）
　中央公園・市営総合グラウ
　ンド・グリーンフィールド
　穂坂 他

休館：   

休館： 図      

よちよち教室
　受付：13 時～
　　　　13 時 30 分
　対象児：Ｈ23年８月生まれ
　ブックスタート事業やお 
　子さんの事故防止について
　を中心に行います。
　場所が市民交流センター
　ニコリ内韮崎市立図書館、
　読み聞かせの部屋に変更に
　なっています。

子育て用品
　リサイクルにらちび
　フリーマーケット
　10 時 30 分～
　子育て用品のフリーマー　
　ケット（どなたでも）

パパ・ママ学級
　B コース 1 回目【要予約】
　13 時 30 分～
　妊婦の栄養や体操について
　指導します。
休館： （午前）

メルマガ会員限定！
　手型足型プレゼント
　10 時 30 分～
　メルマガ会員さんに手型足
　型をプレゼント【予約なし】
　新規会員も募集中！！

　おはなし会
　10 時 30 分～11 時
　対象：幼児～小学校低学年
　武田の里にらさきサッカー
　フェステバル（高校生の部）
　中央公園・グリーンフィー
　ルド穂坂 他
　休館：  

　武田の里
　にらさきサッカー
　フェステバル（高校生の部）

休館：    

抜き取ってご利用ください

7月

●韮崎市ふるさと偉人館
　企画展『伊藤うた』の
　生涯関連講座
　14 時～
　入場無料　
　市民交流センターニコリ
　３階多目的ホール
　ミニコンサート・講演 他
　武田の里にらさき
　サッカーフェスティバル
　（小学生の部）

休館：    

６～８か月児
　ママの会
　13 時 30 分～
　同じ月齢のお子様を持つ
　ママ同士、親子遊びやお
　しゃべりを楽しみます。
　定員10 組【要予約】
　（マイカップをお持ちくだ
　さい）　　　

休館：  

にらちび☆体位測定
　10 時 30 分～
　0 歳児の体位測定ができま
　す。【予約なし】

〔毎週月曜日〕
ことぶきルーム（韮崎）

　小学生対象
※祝日は実施しません

イベント・行事

■韮崎市役所 
　業務時間：8時30分～17時15分（月～金）
　〒407-8501 韮崎市水神1丁目3番１号
　☎22－1111　 22-8479

〔毎週月・火・水曜日〕
■学校教育相談（第３月曜除く）
　9時30分～16時
　市民交流センター相談室２
　問：☎23－5653

〔毎週月・木曜日〕
■母子健康手帳交付・
　妊婦・一般健康相談
　9時30分～16時
　保健福祉センター

〔第１・２月曜日〕
■行政相談
　13時～15時
　市役所１階１０２会議室
　問：企画推進担当（内線 356）

〔毎週火曜日〕
■消費生活相談
　９時～16時
　市役所１階１０２会議室
　問：商工労政担当（内線 216）

〔随時・要予約〕
■家庭児童相談
　予約：子育て支援担当
　　　　（内線１７９）
■市民栄養相談
　予約：☎23－4310

相談等 ※祝日は実施しません

休館：    

休館：図      

　 中央公園ミニSL運行日
7/1、8、15、16、22、29
１０時～１２時・１３時～１６時
大人、子ども共に１回
１００円（３歳未満は、
保護者と同乗で無料）

のびのび教室
　受付：13 時～
　　　　13 時 30 分
　対象児：Ｈ22年６月生まれ
　親子あそびや歯科相談を中
　心に行います。

おみずあそびごっこ
　10 時 30 分～
　ぴちゃぴちゃ水あそびや水
　お絵かきであそびましょう。
　【予約なし】

休館：

2012
文　

月

広報にらさき　

情報カレンダー
７月５日

県外出身ママ
　はじめて参加の会
　県外出身のママ同士、
　親子遊びやおしゃべり
　を楽しみます。
　定員 10 組【要予約】
　＊はじめて参加の方優
　先です。（マイカップを
　お持ちください）

７月11日　 １歳6カ月児健診
　対象：Ｈ 22 年 12 月生まれ
　受付：13 時～ 13 時 30 分
　小児科医師・歯科医師の診察を中心に行います。

図

1

2 3 4 5 6 7 8

10 119 12 13 14 15７月３日
からだと心を

　あたためよう会
　10 時 30 分～
　からだによいこと・心に
　よいことおしゃべりしま
　しょう。
　定員：10 組【要予約】

納期限７月17日（火）
＊市県民税　第１期
納期限７月31日（火）
＊固定資産税　第2期
＊国民健康保険税　
　　　　　　　第１期
＊後期高齢者医療保険料
　　　　　　　第１期
 徴収・管理担当
          （内線163 ～166）

今月の納税

７月４日
９～ 12 か月児ママの会　　

　同じ月齢のお子様を持つママ同士、親子遊びや
　おしゃべりを楽しみます。定員 10 組【要予約】
　（マイカップをお持ちください）



　　　　　　

　朝市ＮＩＲＡマルシェ
　８時～
　本町ふれあい公園
　（韮崎市商工会横）
　出展募集中！！
　お問い合わせ　商工会　
　℡２２－２２０４
　（田邉・北）
休館：    

　

　　　 　
　　　

　

　

3歳児健診
　対象児：Ｈ21年6月
　　　　　生まれ
　受付：13 時～13 時 30 分
　小児科医及び歯科医の診察
　を行います。

休館：図  

避難訓練
　いざという時の
　ために…
　避難訓練で安全を確かめま
　しょう【予約なし】

０～５か月児ママの会
　13 時 30 分～
　同じ月齢のお子様を持つ
　ママ同士、親子遊びやお
　しゃべりを楽しみます。
　定員10 組【要予約】
　（マイカップをお持ちくだ
　さい）　　　　　　　休館：

東京エレクトロン
　文化ホール
　アウトリーチ事業
　にらちびコンサート
　10 時 30 分～
　未就園児の親子を対象に出
　前コンサートを開きます。
　定員 100 組【要予約】

誕生会
　7 月生まれのお子様をお祝
　いします　定員 10 組
　【要予約】材料費 100 円
　休館： （午前）

にらちび☆
　なつまつり
　10 時 30 分～
　ゆかた・じんべいできてく
　れた子にはぷちプレゼント
　♪【予約なし】

●老壮大学
　13 時 30 分～
　簡単で楽しい健康講座
　～安全は健康管理から～
　フリーアナウンサー・
　健康管理士：小久保晴代

休館：図      交

4カ月児健診
　対象児：Ｈ24年３月生まれ
　受付：13 時～13 時 30 分
　小児科医の診察が行われ
　ます。

おそうじ大作戦
　13 時 30 分～
　今月は、ランチコーナーと
　おままごとコーナーのおそ
　うじをお手伝いしてくださ
　いね。

★夜間納税相談・収納窓口
　18 時～ 20 時 30 分
　市役所 1 階収納課

　武田の里
　にらさきサッカー
　フェステバル（女子の部）
　中央公園・市営総合運動場

休館：    

凡
例

交：韮崎市民交流センター「ニコリ」
　　開館時間：9時～22時
　　☎22ｰ1121（代表）　 22-1122
　　・地域情報発信センター（9時～19時）
　　・ふるさと偉人資料館 ☎21ｰ3636
　　　　/韮崎大村美術館サテライトスペース
         (9時～17時・休館：月曜日・休日の翌日）
図：韮崎市立図書館　
　　開館時間：10時～19時（土日祝は9時～17時）
　　☎22-4946　 22-4950

：韮崎市子育て支援センター
　　開館時間：9時～17時
　　☎23ｰ7676　 23-7678

：児童センター　開館時間：13時～19時
　　韮崎児童センター　☎ 22ｰ7687
　　北東児童センター　☎ 23ｰ5550
　　北西児童センター　☎ 22ｰ1775
　　甘利児童センター　☎ 23ｰ1535

：韮崎大村美術館
　　開館時間：10時～18時
　　☎ 23ｰ7775

：東京エレクトロン韮崎文化ホール
　　開館時間：8時30分～17時15分
　　☎20ｰ1155　 22-1919

：韮崎市老人福祉センター
　　開館時間：9時30分～16時30分

　　☎22-6944　 22-6980
：韮崎市健康ふれあいセンター

　　ゆ～ぷるにらさき
　　開館時間：10時～21時
　　☎20ｰ2222

：韮崎市民俗資料館
　　開館時間：9時～１６時30分
　　☎22ｰ1696

：韮崎市営体育館
　　開館時間：9時～22時
　（日曜日及び月曜日が祝日の場合
　　9時～17時）
　　☎ 22ｰ0498

★休日納税相談・
　収納窓口
　10 時～ 16 時
　市役所1階収納課

　武田の里にらさきサッカー
　フェステバル（女子の部）
　中央公園・市営総合運動場

休館：

　大人のための朗読会
　朗読のつどい
　14 時 30 分～ 15 時
　対象：成人一般、学生、目
　の不自由な方など

休館：

にこにこ子育て相談
　9 時 30 分～
　お子さんの気になる成長発
　達・食事などについて保健
　師や管理栄養士が個別に相
　談に応じます。
　【要予約】

　だっこの会
　11 時～ 11 時 30 分
　対象：乳幼児　

休館： （午前）

休館：図  

　

日本舞踊の石川千夏先生と
　一緒に踊りましょう♪
　10 時 30 分～　
　定員 20 組【要予約】
　ミニ縁日もあるよ♪
休館：

休館：

　武田の里
　にらさきサッカー
　フェステバル（高校生の部）

休館：図   

休館：図    
　　　  　7 月 26 日（木）

　13 時～ 16 時
　市役所４階40１会議室　
　一人30分以内
　定員6名
＊予約受付　
　7月１０日（火）8時30分～
   企画推進担当（内線 356）

今月の無料法律相談

：韮崎市保健福祉センター　
　　開館時間：
　　8時30分～17時15分
　　☎23ｰ431０ 23-4316

乳幼児の健診
　場所　保健福祉センター
　持物　母子健康手帳、バスタオル、
　　　　保険証、印鑑

子育て教室
　場所　保健福祉センター

※よちよち教室は、市民交流センター２階図書館内
　持物　母子健康手帳、筆記用具など
　　
育児健康相談等
　場所　保健福祉センター
　持物　母子健康手帳

健康づくり教室
　場所　保健福祉センター
　持物　各種健康手帳、筆記用具、
　　　　各教室にあった服装
　　　　（体操のできる服装等）

図

図

　
穂坂自然公園のイベント（月曜日休園）　　問い合わせ☎ 37 ー 4362

●ミニトレイルラン＆宝探し　時間：12 時 30 分～ 15 時　エントリー料：100 円
　園内のミニコースにある課題をクリアしてゴールを目指します。
●自転車散策路コース開設　参加費：無料
　園内に新設された未舗装のオフロードコースを自転車で散策できます。
●木工教室　時間：10 時～ 12 時 30 分　材料費：300 円
　ネイチャークラフト（鉛筆立て）を作成します。（毎週土・日曜日のみ実施）

16 17

23 24

18 19

25

20 21 22

　　　　７月19日

●武田の里ライフカレッジ　13 時 30 分～
　「いのちのふるさとを求めて」～“歌う尼さん”として
　生きる～　シンガーソングライター・浄土真宗本願寺派
　僧侶：やなせなな

26 27 28 29

30 31
診察科目 診察日 受付時間 休診日

内科

月曜～金曜

午前8時30分～
　　午前11時30分

※小児科（午後）
　午後３時３０分～午後４時３０分
※眼科 
　金曜　午前8時30分～午前11時
※リウマチ外来
　金曜　午前８時３０分～午前１１時３０分
　　　　　午後１時～午後４時

土曜・日曜・祝日・年末
年始（12/29～1/3) 
※急患はこの限りではあ
　りません。 
※当院は院外処方を行っ
　ています。
※医師の日程変更による
　休診・代診については、
　お問い合わせください。

小児科
外科
整形外科
眼科
脳神経外科
放射線科
リハビリテーション科
麻酔科（ペイン：痛み） 水曜・金曜
泌尿器科 木曜
リウマチ外来 金曜（予約制）

韮崎市立病院　〒407ｰ0024 韮崎市本町3丁目5番3号　☎22－1221

７月18日
★夜間納税相談・収納窓口
　18 時～ 20 時 30 分
　市役所 1 階収納課

７月30日
　韮崎こども会議
　14 時～
　韮崎市議会議場



　 
 

対象地区
可燃 不燃 可燃粗大 不燃粗大 資源リサイクル 自己搬入の日

原則週2回 原則月2回 年6回
（2月に1回）

年6回
（2月に1回） 地区 拠点 第４土曜日

韮崎
（祖母石・岩根を除く）

   ２日、　５日
　９日、１２日
１６日、１９日
２３日、２６日
３０日　　　　

４日、１８日

ー ２５日 ３日
●市役所裏駐車場
　７日、１４日、２１日、
　２８日
　１３時～１６時
●やまとフジミモール店
　南側駐車場
　１４日、２８日
　１３時～１６時
●龍岡公民館グラウンド
　１４日、２８日
　１３時～１６時

７月２８日（土）
９時～１１時
エコパークたつおか

（☎ 22-3437）へ直接搬入
運転免許証により、韮崎市
民 で あ る こ と を 確 認 し ま
す。
お店や事業所から出たもの
は搬入できません。
普通乗用車、軽自動車以外
での搬入はできません。

穂坂・藤井・中田・
岩根 １１日 ー １０日

穴山・円野・清哲・
神山・祖母石

　３日、　６日
１０日、１３日
１７日、２０日
２４日、２７日
３１日　　　　

１１日、２５日

ー １８日 １７日

旭・大草・龍岡 ４日 ー ２４日

7月のごみ収集日程（Ｐ 17 の「ごみ出しのルールを守りましょう」をお読みください）　

◇ものまねスーパー☆ライブin韮崎

７月１４日（土）１４時開演・大ホール

　ものまねグランプリ２０１０ー２０１１

ＭＶＰ受賞の原口あきまさ、宇多田ヒカ

ルの“ものまね”でお馴染みミラクルひ

かる、本格派ものまねデュオ、ダブル

ネーム、爆笑のものまねライブが韮崎に

やってきます！

【全席指定】３，０００円　

※３歳以上有料（３歳未満でもお席が必

要な場合は有料）

◇ディズニー・オン・クラシック

　まほうの夜の音楽会 ２０１２

　Dreams Come True

１１月１８日（日）１７時開演・大ホール

　２００２年

に 誕 生 し た

ディズニー・

オ ン・ ク ラ

シックは、今

年、記念すべ

き１０周年を

迎えます。

　“Dreams Come True”をテーマに、パー

クの素敵な音楽をはじめ、『アラジン』、『メ

リー・ポピンズ』他、夢や希望、愛に満

ちたディズニーの名曲の数々をオーケス

トラの演奏とＮＹブロードウェイで活躍

するヴォーカリストの歌声でお贈りする

「輝きのコンサート」です。

【全席指定】Ｓ席８，０００円

　　　　　　Ａ席６，５００円

※未就学児入場不可

☆７月１日（日）１０時より発売開始

　（発売日初日は電話予約のみ受付）

◇文化ホールまつり２０１２

９月２３日（日）１０時～（予定）

　当ホールでは、市民の皆さんに文化

ホールをより身近に感じてもらい、気軽

に芸術文化に触れていただくため、文化

ホールまつりを開催します。お子様向け

のイベントや落語、演芸、カラオケ大会、

フリーマーケット、模擬店など様々な企

画を予定しています。

 『カラオケ大会』、『フリーマーケット』

の参加者を募集し

ますので奮ってご

応募ください。応

募詳細は「広報に

らさき８月号」で

お知らせします。

■お問い合わせ

　東京エレクトロン韮崎文化ホール

　☎２０ー１１５５　 ２２ー１９１９

文化ホールインフォメーション

祖母石、一ツ谷、水神１～２、若宮、旭、日の出
西町、富士見ヶ丘、中島、高河原 	 ９日（月）・２７日（金）

富士見、岩下、上の山	 １０日（火）・３０日（月）

穂坂町、権現沢、上の原、上今井
原、長久保	 １１日（水）・３１日（火）

穂坂町、日の城、三之蔵
三ッ沢上下、飯米場	 １２日（木）

穂坂町、柳平、宮久保、鳥の小池	 １３日（金）

藤井町全区	 １７日（火）

中田町全区・穴山全区	 ２日（月）・１９日（木）

円野町全区	 ３日（火）・２３日（月）

清哲町全区・神山町全区	 ４日（水）・２４日（火）

旭町全区 	 ５日（木）・２５日（水）

大草町全区・竜岡町全区	 ６日（金）・２６日（木）

●老壮大学	 ２０日（金）

●静心寮	 １８日（水）

巡回日程に変更がある場合は、区長を通じて連絡します。

■お問い合わせ　老人福祉センター
　　　　　　　　（☎２２－６９４４/ ２２－６９８０）

こぶし号 老人福祉センターバス（７月巡回日程）

休日・夜間の救急医療連絡先
●峡北消防本部テレホンガイド　
　☎0551-22-8181
　平日　午後5時15分～翌朝8時30分
　土日祝　24時間対応

●山梨県小児救急電話相談　
　☎＃8000（短縮ダイヤル）
　毎日午後7時～午後11時

●山梨県小児初期救急医療センター
　甲府市幸町14－6　
　☎055ｰ226ｰ3399
　平日　午後7時～翌朝午前7時
　土 　 午後3時～翌朝午前7時
　日祝・１２/２９～１/３
　　　　午前9時～翌朝午前7時
※対応は、中学生までです。
　外科的疾患の対応はできません。

※ステージ写真は昨年の公演です
©Disny
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・
要
介
護
認
定
又
は
要
支
援
認
定

を
受
け
て
い
る
方

・
障
害
の
あ
る
方

　

た
だ
し
、
耐
震
改
修
工
事
に
よ

　

る
減
額
を
受
け
て
い
る
住
宅
又

　

は
受
け
た
こ
と
が
あ
る
住
宅
は

　

対
象
外

※
１
棟
に
つ
き
１
回
の
み
の
適
用

◇
工
事
内
容

・
廊
下
の
拡
幅

・
階
段
の
勾
配
の
緩
和

・
浴
室
・
便
所
の
改
良

・
手
す
り
の
取
り
付
け

・
床
の
段
差
の
解
消

・
引
き
戸
へ
の
取
替
え

・
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

※
工
事
費
用
が
30
万
円
以
上
（
補

助
金
等
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
額
を
差
し
引
い
た
自
己
負
担

の
額
が
30
万
円
以
上
）

■
減
額
内
容

　

住
宅
の
１
０
０
㎡
分
を
限
度
に

そ
の
面
積
に
係
る
税
額
の
１
／
３

を
減
額
（
１
年
度
分
）

■
減
額
時
期

　

工
事
の
完
了
が
１
月
１
日
ま
で

を
基
準
と
し
て
翌
年
度
分

（
例
）

　

工
事
の
完
了
が
平
成
25
年
１
月

　

１
日
ま
で
の
場
合

　

平
成
25
年
度
分
を
減
額

■
申
請
時
期
・
提
出
書
類

　

工
事
完
了
後
３
ヶ
月
以
内

◇
申
請
書

◇
工
事
前
後
の
写
真
、
工
事
明
細

　

や
費
用
が
わ
か
る
も
の

（
建
築
士
又
は
登
録
住
宅
性
能
評

価
機
関
に
よ
る
証
明
書
で
代
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

固
定
資
産
税
担
当

　
　

（
内
線
１
５
６
～
１
５
８
）

　

市
で
は
、
地
震
発
生
時
に
お
け

る
木
造
住
宅
の
倒
壊
等
に
よ
る
災

害
を
防
止
す
る
た
め
、
耐
震
改
修

（
設
計
＋
改
修
）
の
助
成
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
よ
り
設
計
の
み
を
別
枠

と
し
て
、
設
計
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

■
対
象
住
宅

　

無
料
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震

不
足
と
判
定
さ
れ
た
住
宅
。

詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
助
成
金
額

　

耐
震
改
修
設
計
費
の
２
／
３
以

内
と
し
、
上
限
20
万
円

■
募
集
期
間　

12
月
25
日
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

建
築
営
繕
担
当

　
　

（
内
線
２
４
３
）

■
減
額
時
期

　

工
事
完
了
が
１
月
１
日
ま
で
を

基
準
と
し
て
翌
年
度
分

（
例
）

　

工
事
完
了
が
平
成
25
年
１
月
１

　

日
ま
で
の
場
合

　

平
成
25
年
度
分
を
減
額

■
申
請
時
期
・
提
出
書
類

　

工
事
完
了
後
３
ヶ
月
以
内

◇
申
請
書

◇
工
事
前
後
の
写
真
、
工
事
明
細

　

や
費
用
が
わ
か
る
も
の

（
建
築
士
、
指
定
確
認
検
査
機
関

又
は
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
に

よ
る
証
明
書
は
必
ず
）

■
減
額
対
象
と
な
る
要
件

◇
対
象
家
屋

　

平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
住
宅

（
賃
貸
住
宅
を
除
く
。）

　

ま
た
、
店
舗
併
用
住
宅
な
ど
は

住
宅
部
分
が
全
体
面
積
の　

１
／

２
以
上
で
あ
る
も
の
）
で
次
の
い

ず
れ
か
の
者
が
居
住
す
る
も
の

・
65
歳
以
上
の
方

■
対
象
と
な
る
要
件

◇
対
象
家
屋

　

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除

く
。）

　

店
舗
併
用
住
宅
な
ど
は
住
宅
部

分
が
全
体
面
積
の
１
／
２
以
上
で

あ
る
も
の
（
い
ず
れ
も
納
税
義
務

者
が
居
住
し
て
い
る
住
宅
）

　

た
だ
し
、
耐
震
改
修
工
事
に
よ

る
減
額
を
受
け
て
い
る
住
宅
ま
た

は
受
け
た
こ
と
が
あ
る
住
宅
は
対

象
外

※
１
棟
に
つ
き
１
回
の
み
の
適
用

◇
工
事
内
容

　

①
窓
の
改
修

　

②
床
の
断
熱
改
修

　

③
天
井
の
断
熱
改
修

　

④
壁
の
断
熱
改
修

※
①
～
④
ま
で
の
工
事
の
う
ち
①

を
含
む
工
事
を
行
う
こ
と

　

⑤
工
事
費
用
が
30
万
円
以
上

■
減
額
内
容

　

住
宅
の
１
２
０
㎡
分
を
限
度
に

そ
の
面
積
に
係
る
税
額
の
１
／
３

を
減
額
（
１
年
度
分
）

 
固
定
資
産
税
が

　

減
額
さ
れ
ま
す
。

住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
に

よ
る
減
額
措
置

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
に
よ
る
減
額
措
置

木
造
住
宅
耐
震
改
修
設

計
費
の
一
部
助
成
の
制

度
が
始
ま
り
ま
す
！

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、
各

ご
家
庭
や
事
業
所
で
節
電
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
夏
の
電
力
供
給
力
は
、
東
京
電

力
管
内
で
は
比
較
的
余
裕
が
あ
り
ま

す
が
、
関
西
を
含
む
３
電
力
管
内
へ

の
電
力
の
融
通
や
発
電
所
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
万
が
一
の
事
態
を
考
え
る
と
、

引
き
続
き
節
電
の
取
組
は
必
要
で
す
。

電
気
使
用
の
無
駄
を
見
直
し
て
、
無

理
な
く
継
続
可
能
な
節
電
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
本
市
施
設
等
で
は
、
電
気

料
金
の
節
約
も
兼
ね
て
照
明
の
一
部

消
灯
等
の
節
電
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
不
便

を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

契
約
管
財
担
当 

　
　

（
内
線
３
３
７
）　

節
電
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

節
電
や
電
気
料
金
に

　

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

東
京
電
力
山
梨

　
　

カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー 

☎
０
１
２
０
ー
９
９
５
ー
８
８
２

（
通
話
無
料
）

　

受
付
時
間
（
休
・
祝
日
を
除
く
）

　
　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

９
時
～
19
時

　
　

土
曜
日　

９
時
～
17
時



　

65
歳
以
上
の
方
の
「
介
護
保
険

料
の
本
算
定
納
入
通
知
書
兼
特
別

徴
収
額
通
知
書
」
を
７
月
中
旬
に

発
送
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
通
知
書
は
、
平
成
24
年
度

の
住
民
税
額
が
確
定
し
た
こ
と
に

よ
り
、
本
年
度
の
介
護
保
険
料
を

再
計
算
し
、決
定
し
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
４
月
号
に
も
掲
載
い
た

し
ま
し
た
が
、介
護
保
険
制
度
は
、

３
年
に
１
度
、
計
画
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

　

第
５
期
事
業
計
画
（
平
成
24
～

26
年
度
）
に
お
い
て
は
、
介
護
保

険
給
付
費
の
総
体
が
増
額
に
な
る

介
護
保
険
料
の

本
算
定
に

つ
い
て

た
め
、
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、

改
定
（
引
き
上
げ
）
し
て
お
り
ま

す
。

　

「
地
域
の
皆
で
支
え
合
う
」
と

い
う
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
納
付
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

※
介
護
保
険
料
が
増
え
る
主
な
要

因
は
、
高
齢
化
や
介
護
度
の
重
度

化
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増

加
、
新
た
な
施
設
の
整
備
や
介
護

報
酬
改
定
等
の
制
度
改
正
等
に
よ

る
も
の
で
す
。（
図
１
・
図
２
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

介
護
保
険
担
当

　
　

（
内
線
１
１
２
～
１
１
４
）

　

市
で
は
、

公
募
に
よ
る

実
行
委
員
会

を
組
織
し
、

市
と
実
行
委

員
会
が
協
力

し
て
、
成
人

式
の
企
画
・

運
営
を
担
当
す
る
新
成
人
を
募

集
し
ま
す
。

　

20
歳
の
思
い
出
づ
く
り
に
、

自
ら
の
手
で
思
い
出
に
残
る
成

人
式
を
創
っ
て
み
た
い
と
い
う

方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

■
募
集
定
員　

10
名
程
度

■
応
募
資
格

　

平
成
25
年
成
人
式
対
象
者

（
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
韮
崎
市
成
人
式
に
出
席
さ

れ
る
方
）
で
、
平
日
の
19
時

か
ら
数
回
行
う
予
定
の
実
行

委
員
会
に
参
加
で
き
る
方

■
申
込
期
限

　
　

７
月
30
日（
月
）
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

生
涯
学
習
担
当

　
　

（
内
線
２
６
７
）

20
歳
の
思
い
出
づ
く
り
に

あ
な
た
も
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
?

　

韮
崎
市
成
人
式
実
行
委
員
会

2012.07

12

※
あ
な
た
の
保
険
料
は
、
所
得
等

に
よ
り
確
定
し
ま
す
。

（
図
３
を
参
照
）

1号被保険者
（65歳以上）
21％

2号被保険者
（40～64歳）

29％

国
25％

県
12.5％

市
12.5％

図
２

図３ 介護保険料は所得に応じて決まります
所得段階 保険料額

( 年額 )

第１段階 30,400 円

第２段階 30,400 円

第３段階 
（軽減） 42,600 円

第３段階 45,600 円

第４段階 
（軽減） 57,800 円

第４段階 60,800 円

第５段階 76,000 円

第６段階 91,200 円

第７段階 106,400 円

生活保護を受給
している はい

いいえ

本人に住民税が
課税されている

はい

前年の合計所得金額＋課税年金収入
額が 80 万円以下

前年の合計所得金額＋課税年金収入
額が 80 万円を超え 120 万円以下

前年の合計所得金額＋課税年金収入
が 120 万円を超える

前年の合計所得金額＋課税年金収入
額が 80 万円以下

前年の合計所得金額＋課税年金収入
額が 80 万円を超える

前年の合計所得金額が 190 万円未満

前年の合計所得金額が 190 万円以上
500 万円未満

前年の合計所得金額が 500 万円以上

はい
老齢福祉年金を
受給している

いいえ

いいえ

同じ世帯
に住民税
が課税さ
れている
人がいる

はい

いいえ

図１（65歳以上の方の負担割合が上昇）
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外
国
人
住
民
が
住
民
基
本
台
帳

制
度
の
対
象
と
な
り
「
住
民
票
」

が
作
成
さ
れ
る
た
め
住
民
票
の
様

式
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

☆
住
民
票
を
作
成
す
る

　

外
国
人
住
民
の
対
象
者

　

３
ヶ
月
を
超
え
て
在
留
す
る
外

国
人
で
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す

る
人

①
中
長
期
滞
在
者
（
永
住
者
を
含

　

む
／
在
留
カ
ー
ド
交
付
対
象
者
）

②
特
別
永
住
者

③
一
時
庇
護
許
可
者
ま
た
は
仮
滞

　

在
許
可
者

④
出
生
な
ど
に
よ
る
経
過
滞
在
者

☆
対
象
と
な
る
方
に
５
月
中
旬            

「
仮
住
民
票
」を
送
付
し
ま
し
た
。

　

仮
住
民
票
が
届
か
な
か
っ
た

方
、
内
容
に
相
違
が
あ
っ
た
方
は

市
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
仮
住
民
票
は
７
月
９
日
に
住
民  

　

票
と
な
り
ま
す
。

　

直
前
の
入
国
や
引
っ
越
し
な
ど

の
た
め
、「
仮
住
民
票
」
が
作
成

が
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
７
月
９

日
か
ら
14
日
以
内
に
居
住
地
の
市

町
村
に
届
出
が
必
要
で
す
。

☆
入
管
法
改
正
に
つ
い
て

　

外
国
人
登
録
証
明
書
に
変
わ
っ

て
「
在
留
カ
ー
ド
」
ま
た
は
「
特

別
永
住
者
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

７
月
９
日
住
民
基
本

　
　
　

台
帳
法
が
改
正

　

住
基
法
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム

改
修
作
業
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
交

付
・
自
動
交
付
機
が
停
止
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
停
止
予
定
日
・
時
間

　

７
月
３
日（
火
）

　
　
　

６
時
30
分
～
12
時

　

７
月
７
日（
土
）６
時
30
分
～

　
　
　

９
日（
月
）12
時

※
停
止
予
定
日
以
外
で
も
緊
急
に

コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
停
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
証
明
書
の
取
得
は

日
に
ち
に
余
裕
を
持
っ
て
お
願
い

し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

市
民
担
当

　
　

（
内
線
１
２
３
～
１
２
５
）

コ
ン
ビ
ニ
交
付
・
自
動

交
付
機
停
止
の
お
知
ら
せ

　

入
国
管
理
局
で「
在
留
カ
ー
ド
」

へ
切
り
替
え
と
な
り
ま
す
が
、
切

り
替
え
ま
で
の
期
間
は
外
国
人
登

録
証
明
書
を
「
在
留
カ
ー
ド
」
ま

た
は
「
特
別
永
住
者
証
明
書
」
と

み
な
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

◇
総
務
省
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
ー
０
６
６
ー
６
３
０

☎
０
３
ー
６
３
０
１
ー
１
３
３
７

◇
総
務
省
Ｈ
Ｐ
（
外
国
人
住
民
の

　

住
民
基
本
台
帳
制
度
に
つ
い
て
）

h
ttp

://w
w

w
.so

u
m

u
.g

o
.jp

/
m

ain
_sosiki/jich

i_gyou
sei/

c-gyousei/zairyu.htm
l

◇
法
務
省
Ｈ
Ｐ
（
新
し
い
在
留
管

　

理
制
度
に
つ
い
て
）

http://w
w

w
.im

m
i-m

oj.go.jp/
new

im
m

iact_1/index.htm
l

　

気
温
が
上
昇
す
る
夏
場
は
、
水

の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
る
空
気
が

原
因
で
、
水
道
水
が
白
く
濁
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
水
道
水
を
コ
ッ

プ
に
入
れ
た
時
に
、
下
の
方
か
ら

徐
々
に
透
明
に
な
る
場
合
は
、
空

気
の
混
入
に
よ
る
も
の
で
す
の
で
、

安
全
性
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

水
道
管
の
中
の
水
は
、
温
度
が

低
く
圧
力
が
か
か
っ
て
い
る
た
め
、

通
常
よ
り
多
く
の
空
気
が
溶
け
込

み
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
水
道
を
使

用
す
る
際
、
蛇
口
か
ら
出
た
水
は

常
圧
に
戻
る
の
で
、
ガ
ス
化
し
た

空
気
が
一
気
に
放
出
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
水
温
の
差
が
大
き
く

な
る
夏
場
は
、
非
常
に
細
か
い
空

気
の
粒
に
よ
り
、
水
全
体
が
白
く

見
え
た
り
、
白
い
異
物
が
混
入
し

た
よ
う
に
見
え
た
り
す
る
の
で
す
。

　

冷
た
い
水
道
水
は
、
お
い
し
さ

の
大
き
な
要
素
で
す
。
安
心
し
て

お
飲
み
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

水
道
管
理
担
当

　
　

（
内
線
６
１
６
・
６
１
７
）

韮崎市職員を募集します！　　　平成２５年４月採用

採用職種 採用者数 採用日 募集受付
試験日

試験種目 要件等
１次 ２次 ３次

行　政 
（一般事務）

６名 
程度

平成 25 年
４月１日

 
※４月１日以
降に資格免許
取得見込の者
は、この日以
降になる場合
があります。

７月18日
（水） 

～
８月10日
（金）

９月16日
（日）

10月14日
（日）

11月１日
（木）

「１次試験」 
筆記試験 

「２次試験」 
面接試験 

「３次試験」 
面接試験

［住所要件］　　　　　　 
平成 24 年４月１日以降
引き続き山梨県内に住所

（住民登録）を有する者。 
た だ し、 就 学、 就 労 等
の た め 一 時 的 に 県 外 に
居住している者を含む。 

［ 資 格 ］　　　　　　　　 
採 用 職 種 に よ り、 受 験
資 格 が 異 な る の で、 詳
細 は 職 員 採 用 試 験 案 内
で 確 認 し て く だ さ い。 

［職員採用試験案内］　　 
市ホームページに掲載。 
市役所１階受付、保健福
祉センター、市立病院事
務局にて配布。

行　政 
（一般事務）

身体障害者 
対象選考 

１名
行　政 

（社会福祉士） １名

行　政 
（土木） １名

行　政 
（建築） １名

行　政 
（管理栄養士） ２名

医　療 
（保健師） １名

行　政 
（支援員） １名

１１月１日
（木）

―

「１次試験」
筆記試験 

 
「２次試験」 

面接試験 

医　療 
（臨床検査技師） １名

医　療 
（診療放射線技師） １名

医　療 
（看護師）

10 名 
程度

■お問い合わせ　政策人事担当（内線３２５）  http://www.city.nirasaki.lg.jp

夏
場
に
水
道
水
が
白
く

　
　

濁
る
の
は
ど
う
し
て
？
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★
民
俗
資
料
館

　

チ
ャ
レ
ン
ジ

　

～
縄
文
土
器

を
つ
く
ろ
う
～

　

市
内
か
ら
発

掘
さ
れ
た
本
物

の
土
器
を
手
に

取
り
な
が
ら
、

縄
文
土
器
作
り

を
体
験
し
ま
せ

ん
か
。

■
日
時　

７
月
22
日（
日
）　

　
　
　
　

午
前
・
午
後
各
１
回

＊
作
成
し
た
土
器
は
８
月
５
日

（
日
）に
焼
き
上
げ
ま
す
。

■
集
合
時
間　

土
器
作
り

　
　

午
前
の
部　

９
時

　
　

午
後
の
部　

１
時

制
作
に
約
３
時
間
か
か
り
ま
す
。

■
集
合
場
所　

民
俗
資
料
館

■
定
員　

各
回
５
人

■
対
象　

小
学
４
年
生
以
上

■
参
加
料　

３
０
０
円

　
　

（
粘
土
代
・
予
定
）

■
申
込
受
付
期
間

　
　

７
月
４
日（
月
）～
15
日（
金
）

　
　

平
日
９
時
～
17
時　

先
着
順

★
市
立
図
書
館

　

夏
休
み
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

館
内
に
掲
示
さ
れ
る
「
ク
イ
ズ

（
お
題
）」
に
答
え
て
正
解
す
る
、

お
は
な
し
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
す
る
、
あ
る
い
は
お
勧
め
の
本

を
紹
介
す
る
、
な
ど
で
ス
タ
ン
プ

を
集
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
ス
タ
ン

プ
が
一
定
の
数
に
達
す
る
と
、
景

品
な
ど
が
貰
え
ま
す
。

　

ク
イ
ズ
は
小
学
生
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
が
年
齢
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
実
施
期
間　

７
月
21
日（
土
）　

　
　
　
　
　
　

～
８
月
30
日（
木
）

■
参
加
方
法　

　

期
間
中
、
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ

ー
に
お
越
し
い
た
だ
き
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
を
お
受
取
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
　

市
立
図
書
館　

　
　

☎
２
２
ー
４
９
４
６

　
　

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

  http://w
w

w
.nirasaki-library.jp/

★﹁
甘
利
山
の
自
然
を

               

楽
し
む
つ
ど
い
﹂

　

小
鳥
が
さ
え
ず
り
、
緑
豊
か
な

甘
利
山
の
自
然
を
親
子
で
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

７
月
21
日（
土
）　
　
　

　
　
　
　

９
時
～
15
時
30
分

夏
の
企
画
展

「
甲
斐
武
田
家
の
息
吹
」

　

武
田
家
発
祥
と
終
焉
の

地
で
あ
る
韮
崎
に
は
、
戦

国
時
代
の
遺
跡
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
成
果

を
公
開
し
ま
す
。

■
主
な
展
示
品

　

武
田
東
畑
遺
跡
：

　
　

甲
斐
武
田
家
の
元
祖

　
　

「
武
田
信
義
」
の
遺
跡

　

隠
岐
殿
遺
跡
：

　
　

新
府
城
の
城
下
町
の
一
部
の

　
　

可
能
性
の
あ
る
遺
跡

　

新
府
城
跡
：

　
　

武
田
家
最
後
の
城
跡

■
開
催
期
間　

７
月
14
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

～
９
月
30
日（
日
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

生
涯
学
習
担
当

　
　

（
内
線
２
６
８
）

★
夏
休
み
自
由
研
究

　
　
　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

県
内
の
博
物
館
・
資
料
館
が
集

ま
っ
て
、
毎
年
恒
例
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
韮
崎
市
民

俗
資
料
館
も
参
加
し
ま
す
の
で
、

是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
18
日

　
　
　
　

（
海
の
日
・
月
）

■
会
場　

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

■
場
所　

甘
利
山
山
頂
周
辺
と　

　
　
　
　

グ
リ
ー
ン
ロ
ッ
ジ　

■
集
合
場
所
・
時
間　

　
　

釜
無
川
河
川
公
園
駐
車
場
・

　
　

９
時
集
合

※
バ
ス
で
現
地
に
向
か
い
ま
す

■
対
象　

市
内
小
学
生
親
子
30
名

　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
内
容　

ネ
イ
チ
ャ
ー
ハ
イ
ク
と

　
　
　
　

下
草
刈
り
体
験

※
雨
天
の
場
合　

木
工
教
室

■
参
加
料　

無
料

※
雨
天
の
場
合　

　
　

木
工
材
料
費
と
し
て

　
　

１
人
１
０
０
円（
当
日
徴
収
）

■
服
装　

長
袖
長
ズ
ボ
ン
・
帽
子

　
　
　

（
山
歩
き
の
で
き
る
服
装
）

■
持
ち
物　

昼
食
・
飲
み
水
・

　
　

筆
記
用
具
・
軍
手
・
雨
合
羽

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

中
央
公
民
館　

　
　

☎
２
０
ー
１
１
１
５

★
甘
利
山
グ
リ
ー
ン
ロ
ッ
ジ

　

に
泊
ま
り
ま
せ
ん
か
？

　

グ
リ
ー
ン
ロ
ッ
ジ
を
拠
点
と
し

て
の
写
真
撮
影
や
、
森
林
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
は
じ
め
、
囲
碁
・
将
棋
、

木
の
実
な
ど
を
使
っ
た
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
や
人
形
づ
く
り
な
ど
、
大
自

然
の
中
で
行
う
様
々
な
遊
び
が
体

験
で
き
ま
す
。

　

ご
家
族
や
友
人
お
そ
ろ
い
で
ぜ

ひ
一
度
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

甘
利
山
グ
リ
ー
ン
ロ
ッ
ジ

　
　

☎
０
９
０
ー
８
５
９
５
ー

　
　
　

６
１
４
１

★
第
２
回
ふ
る
さ
と

　

歴
史
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

三
之
蔵
で
ニ
ー
ラ
に
会
え
る
？

　

韮
崎
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
ニ
ー

ラ
」
の
誕
生
の

地
で
あ
る
穂
坂

町
三
之
蔵
を
巡

り
ま
す
。
ニ
ー
ラ
の
誕
生
し
た
場

所
、
鉄
剣
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
不

思
議
な
神
社
な
ど
の
文
化
財
を
訪

ね
ま
す
。

■
日
時　

８
月
４
日（
土
）

　
　
　
　

雨
天
中
止

■
集
合
時
間　

８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

11
時
30
分（
予
定
）

■
集
合
場
所　

穂
坂
町

　
　
　
　
　
　

三
之
蔵
公
民
館

■
定
員　

40
名
（
要
申
込
み
。）

■
参
加
費　

無
料

※
タ
オ
ル
・
飲
料
水
・
軽
食
等
、

　

熱
中
症
対
策
は
各
自
で
用
意

■
申
込
受
付

　
　

７
月
２
日（
月
）か
ら

　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

中
央
公
民
館

　
　

☎
２
０
ー
１
１
１
５

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

夏
の
イ
ベ
ン
ト
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★
第
３
回

　

釜
無
川
ア
ユ
釣
り
大
会
＆

　

ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
大
会

　

ア
ユ
の
絶
好
の
釣
場
と
し
て

知
ら
れ
る
韮
崎
市
。
ア
ユ
釣
り

と
つ
か
み
取
り
大
会
を
同
時
開

催
し
ま
す
。

　

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
ア
ユ
釣
り
大
会

■
場
所　

釜
無
川
河
川
公
園

　

（
宮
川
堰
堤
～
武
田
橋
の
間
）

■
日
時　

７
月
22
日（
日
）

・
受　

付　

午
前
６
時
～
現
地

　
　
　
　
　

（
６ 

時
30
分
ま
で
）

・
開
会
式　

午
前
６
時
45
分
～

・
大　

会　

７
時
～
11
時

・
参
加
料　

２
、０
０
０
円

　

（
お
と
り
ア
ユ
２
匹
つ
き
）

※
当
日
受
付
に
て
徴
収

■
参
加
条
件　

　

峡
北
漁
業
協
同
組
合
が
発
行

す
る
遊
漁
証
が
必
要
で
す
。

（
当
日
購
入
も
可
１
、８
０
０
円
）

●
ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
大
会

■
場
所　

釜
無
川
河
川
公
園
内

　
　
　

貯
水
池
（
水
深
約
30 

cm
）

■
時
間　

10
時
30
分
～
11
時

　
　
　

（
受
付
は
開
始
30
分
前
）

※
ア
ユ
が
い
な
く
な
っ
た
時
点

で
終
了

■
参
加
料　

無
料

※
た
だ
し
一
人
４
匹
ま
で

■
参
加
条
件　

中
学
生
以
下　

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。

■
定
員　

１
５
０
名

　
　

（
※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
、

　
　

当
日
の
申
込
・
参
加
可
、
事

　
　

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

■
申
込
期
限　

　
　

い
ず
れ
も
７
月
13
日（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

観
光
担
当

　
　

（
内
線
２
１
３
・
２
１
４
）

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
統

計
グ
ラ
フ
の
作
成
を
通
し
て
、
統

計
を
理
解
し
、
親
し
み
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
「
統
計
グ

ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま

す
。
優
秀
作
品
は
、
男
女
共
同
参

画
推
進
セ
ン
タ
ー（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

に
展
示
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格

　
　

県
内
在
住
の
小
学
生
以
上

■
課
題　

自
由
（
た
だ
し
、
４
年

生
以
下
は
自
ら
観
察
、
調
査
し
た

結
果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
）

■
応
募
方
法

　

統
計
調
査
課
宛
に
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
込
用

紙
は
窓
口
に
ご
ざ
い
ま
す
）

■
応
募
期
限　

９
月
４
日（
火
）

※
作
品
規
格
等
詳
し
く
は
、
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

山
梨
県
統
計
調
査
課

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
３
４
０

★
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

      

ま
い
た
う
ん
カ
レ
ー

　

全
国
規
模
の
自
転
車
イ
ベ
ン
ト

﹃
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ

リ
ー
ズ
２
０
１
２
﹄
韮
崎
甘
利
山

大
会
が
11
月
３
日
（
土
）・
４
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

開
催
期
間
中
に
、
地
元
の
食
品

を
最
も
美
味
し
く
楽
し
め
る
カ
レ

ー
を
決
定
す
る
﹃
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

ま
い
た
う
ん
カ
レ
ー
﹄
の
レ
シ
ピ

を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
内
容

　

韮
崎
市
の
特
産
品
を
使
っ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
カ
レ
ー
レ
シ
ピ

■
応
募
資
格

　

韮
崎
市
に
お
住
ま
い
の
方
、
ま

た
は
、
韮
崎
市
が
故
郷
の
方
（
団

体
や
仲
間
同
士
等
の
参
加
も
可
）

で
、
大
会
当
日
等
の
イ
ベ
ン
ト
会

場
で
実
際
に
カ
レ
ー
を
調
理
し
て

い
た
だ
け
る
方
。

■
応
募
期
間

　
　

９
月
７
日（
金
）ま
で

■
お
申
し
込
み　

　

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ

リ
ー
ズ
公
式
サ
イ
ト
Ｈ
Ｐh

ttp
://

h
ill-ch

allen
g
e.jp

/

よ
り
、
申
込

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
本
部
事

務
局
へ
メ
ー
ル
ま
た
は
、
郵
便
で

送
付
（
※
レ
ー
ス
参
加
申
込
も
同

サ
イ
ト
で
行
え
ま
す
）

　

申
込
用
紙
は
商
工
観
光
課
の
窓

口
に
も
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

■
主
催　

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
リ
ー
ズ
韮
崎
甘
利
山
大
会

実
行
委
員
会

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

観
光
担
当

　
　

（
内
線
２
１
３
・
２
１
４
）

　

韮
崎
市
の
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
よ
り
住
み
や
す
く
、快

適
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、市
に
対
し
て
自
分
の
夢
や

希
望
を
話
す
機
会
を
設
け
る
こ

と
に
よ
り
、市
政
へ
の
関
心
を
高

め
る
と
と
も
に
、子
ど
も
た
ち
の

社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
市
内
小
学
校
６
年
生

の
代
表
18
名
が
、本
物
の
市
議
会

さ
な
が
ら
、市
長
を
は
じ
め
関
係

課
長
に
質
問
を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
の
中
学
生
に
よ
る
子
ど

も
議
会
で
は
、子
育
て
支
援
や
高

齢
者
福
祉
、
災
害
対
策
、
商
店
街

の
活
性
化
な
ど
、現
在
市
で
取
り

組
ん
で
い
る
重
要
施
策
に
つ
い

て
の
質
問
も
出
さ
れ
、活
発
な
議

論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
会
の
傍
聴
は
通
常

の
議
会
と
同
様
に
で
き
ま
す
の

で
、多
く
の
皆
様
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　
　

７
月
31
日（
火
）14
時
～

■
場
所　

韮
崎
市
議
会
議
場

■
お
問
い
合
わ
せ

企
画
推
進
担
当（
内
線
３
５
５
）

昨年の子ども議会のようす

子
ど
も
の
目
線
で
考
え
る
「
ま
ち
づ
く
り
」

　
　
　

韮
崎
市
子
ど
も
議
会
を
開
催

★
第
60
回

　

山
梨
県
統
計
グ
ラ
フ

　

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
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骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
　
　
　

〜
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜

 

あ
な
た
の
骨
盤
、
ゆ
が
ん
で
い

ま
せ
ん
か
？

　

下
腹
が
ぽ
っ
こ
り
。
む
く
み
や

冷
え
、
肩
こ
り
や
便
秘
、
生
理
不

順
や
生
理
痛
で
悩
ん
で
い
る
。
そ

ん
な
方
に
オ
ス
ス
メ
！
ゆ
っ
た
り

と
し
た
簡
単
な
ピ
ラ
テ
ィ
ス
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
で
、
体
の
引
き
締
め
に

大
切
な
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を
感

じ
ま
し
ょ
う
！

■
対
象　

女
性

■
日
時　

９
月
14
日
・
21
日
・　

　
　
　
　

28
日（
金
曜
日
の
３
回
）

　
　
　
　

19
時
〜
20
時
（
60
分
）

■
場
所　

１
階
和
室
会
議
室

■
費
用　

３
、０
０
０
円

■
講
師　

C
O
R
E　

L
A
B
O

主
宰

　
　
　
　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　

鈴
木　

つ
な
さ
ん

■
定
員　

15
名
（
定
員
に
な
り
次

　
　
　
　

第
締
め
切
り
）

■
持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
（
ま
た

　
　

は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
）、
飲
料
水
、

　
　

運
動
で
き
る
服
装

■
締
め
切
り　

８
月
21
日（
火
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ

　
　

総
合
受
付
（
９
時
〜
20
時
）

　
　

☎
２
２
ー
１
１
２
１

　

８
月
５
日（
日
）

　
　

ニ
コ
リ
で
夏
祭
り
開
催
！

　
　

詳
細
は
次
号
の
広
報
で

子
育
て
サ
ロ
ン
〝
銀
河
鉄
道
〞

ビ
ー
ズ
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
つ
く
り

〜
子
育
て
中
の
マ
マ
も
手
づ
く
り

ア
ク
セ
で
お
し
ゃ
れ
し
ま
し
ょ

う
！
〜

■
日
時　

７
月
11
日（
水
）

　
　
　
　

10
時
〜
12
時

■
場
所　

１
階
会
議
室
１
・
２

■
内
容　

ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
ビ
ー

　
　

ズ
を
使
っ
た
簡
単
な
ア
ク
セ

　
　

サ
リ
ー
つ
く
り

■
指
導　

中
央
公
民
館

■
費
用　

材
料
費
と
し
て

　

７
０
０
円
（
当
日
集
め
ま
す
）

■
持
物　

な
し

■
定
員　

10
人
（
定
員
に
な
り
次

　
　
　
　

第
締
め
切
り
）

※
託
児
あ
り
ま
す
（
要
申
込
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

中
央
公
民
館

　
　

☎
２
０
ー
１
１
１
５

中
央
公
民
館
主
催

ニ
コ
リ
主
催

韮
崎

市
民
交
流

セ
ン
タ
ー

『
ニ
コ
リ
』

「
河
川
愛
護
デ
ー
」
で

　

水
防
意
識
を

　
　
　

高
め
ま
し
ょ
う
！

　

市
で
は
昭
和
34
年
の
台
風
で
甚

大
な
災
害
を
受
け
た
こ
と
が
教
訓

と
な
り
、
日
頃
よ
り
市
民
一
人
ひ

と
り
の
水
害
に
対
す
る
認
識
が
高

く
、
各
地
域
で
河
川
愛
護
活
動
が

長
い
間
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
自
治
会
ご
と
に
７
月

７
日
（
土
）
を
中
心
と
し
、
休
日

等
を
「
河
川
愛
護
デ
ー
」
の
実
施

日
と
定
め
、
洪
水
に
よ
る
水
害
の

発
生
防
止
と
河
川
に
対
す
る
愛
着

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
河

川
・
水
路
等
の
除
草
、
清
掃
、
土

の
う
づ
く
り
等
の
作
業
が
行
わ
れ

ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

自
ら
の
手
で
、
河
川
の
清
掃
を

行
い
、
安
全
な
暮
ら
し
を
守
り
綺

麗
で
住
み
よ
い
ま
ち
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
活
動
と
同
時
に
洪
水
や

土
砂
災
害
を
想
定
し
、避
難
場
所
・

避
難
経
路
の
確
認
、
気
象
情
報
に

注
意
す
る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

管
理
担
当

　
　

（
内
線
２
４
６
・

　
　

２
４
７
）

夏
の
武
田
の
里
ま
つ
り

『
武
田
陣
没
将
士
供
養
会
・

　
　

花
火
大
会
』
の
出
店
を
募
集

　

８
月
16
日
（
木
）
に
行
わ
れ
る

武
田
陣
没
将
士
供
養
会
・
花
火
大

会
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
要
件

　

次
の
要
件
の
ど
れ
か
一
つ
を
満

た
し
て
い
る
方

・
韮
崎
市
の
商
工
会
に
加
入
し
て

い
る
方

・
市
内
に
店
舗
を
構
え
て
い
る
方

・
韮
崎
市
民
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ

及
び
団
体

・
そ
の
他
公
共
性
が
認
め
ら
れ
る

団
体

■
募
集
上
の
注
意

　

暴
力
団
排
除
条
例
の
関
係
に
よ

り
、
関
係
各
庁
に
調
査
・
照
会
す

る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
ご
承
諾
い

た
だ
き
ま
す
。

■
出
店
料　

　

一
店
舗
あ
た
り
１
万
円

　

（
テ
ン
ト
一
棟
（
２
Ｋ
×
３
Ｋ
）

と
机
２
台
と
イ
ス
２
台
の
セ
ッ
ト

の
実
費
）

※
テ
ン
ト
の
利
用
が
半
分
の
場
合

は
出
店
料
は
半
額

■
応
募
期
間

　
　

７
月
20
日（
金
）ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

韮
崎
市
商
工
会

　
　

☎
２
２
ー
２
２
０
４

祭
礼
等
に
お
け
る

　
　

出
店
の
制
限
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
本
年
４
月
１
日
か
ら

「
韮
崎
市
暴
力
団
排
除
条
例
」
の

施
行
に
よ
り
、
祭
礼
や
花
火
大
会

な
ど
で
の
出
店
希
望
者
が
、
暴
力

団
ま
た
は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関

係
に
あ
る
者
は
出
店
さ
せ
な
い
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
行
事
を
主
催

す
る
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
希
望

者
の
身
元
チ
ェ
ッ
ク
を
厳
格
に
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
不
審
な

点
に
つ
い
て
は
警
察
当
局
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
来
場
者
が
安
全
で

楽
し
め
る
行
事
に
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

防
災
交
通
担
当

　
　

（
内
線
３
３
９
・
３
９
９
）

商工会青年部による出店（昨年の花火大会）
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最
近
、
指
定
日
以
外
に
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
排
出
し
た
り
、
自

己
搬
入
す
る
方
の
マ
ナ
ー
が
乱
れ

て
お
り
多
数
の
苦
情
を
受
け
て
い

ま
す
。

●
可
燃
・
不
燃
ご
み
は
、
市
指
定

　

の
ご
み
袋
で

　

段
ボ
ー
ル
や
指
定
以
外
の
袋

で
出
し
て
い
る
方
は
市
指
定
の
ご

み
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
収
集
日
の
当
日
、
朝
８
時
ま
で

　

に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

　

収
集
後
に
出
さ
れ
た
ご
み
は

再
度
回
収
し
ま
せ
ん
の
で
、
時
間

外
に
排
出
さ
れ
た
方
の
責
任
で
お

持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

●
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
品
は
分
別
・

　

各
地
区
の
リ
サ
イ
ク
ル
会
場
ま

　

た
は
拠
点
リ
サ
イ
ク
ル
会
場
へ

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
空
き
缶
な
ど

の
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の

は
、
分
別
し
て
ご
み
の
減
量
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

●
収
集
で
き
な
い
も
の
は

　

「
平
成
24
年
度
ご
み
・
資
源
物

収
集
日
程
表
」
を
再
度
確
認

し
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
ご
み

を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

●
自
己
搬
入
で
き
る
ご
み
に   

　
　
　

つ
い
て

　

自
己
搬
入
で
は
、
全
て
の
ご
み

を
受
付
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
日
常
生
活
に
よ
り
家
庭
か

ら
生
じ
た
ご
み
の
み
が
対
象
で

す
。

　

建
築
廃
材
や
産
業
廃
棄
物
等
事

業
に
よ
り
生
じ
た
ご
み
は
搬
入
で

き
ま
せ
ん
。

○
搬
入
で
き
な
い
主
な
も
の

・
建
築
物
解
体
時
に
生
じ
た
木 

材
、
ト
タ
ン
、
雨
ど
い
、
畳

等
・
農
業
に
よ
り
排
出
さ
れ
た
パ
ウ

チ
、
育
苗
箱
等
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品
目

　

（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ

ン
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
）

・
パ
ソ
コ
ン
類

　

こ
れ
ら
の
も
の
は
分
解
等
を
し

て
も
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
受
付
後
、
係
員
の
指
導

に
よ
り
搬
入
で
き
な
い
も
の
も
あ

り
ま
す
の
で
、
係
員
の
指
示
に
従

い
搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
近
、
県
内
を
含
め
、
犬
の
嚙

傷
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
愛
犬
は
、
適
正
に
飼

育
が
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

●
放
し
飼
い
は
し
な
い
で
！

　

引
き
綱
（
リ
ー
ド
）
は
、
飼
い

主
さ
ん
と
犬
を
結
ぶ
命
綱
で
す
。

ほ
か
の
方
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た

め
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
犬
を
守

る
た
め
に
も
、
必
ず
引
き
綱
を
つ

け
、
放
し
飼
い
は
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
鎖
の
確
認

や
首
輪
が
し
っ
か
り
装
着
さ
れ
て

い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
飼
い
方
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

　

散
歩
の
時
の
犬
の
フ
ン
は
、
飼

い
主
の
責
任
で
必
ず
持
ち
帰
っ
て

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
無
駄
に
吠
え
な
い
よ
う

犬
の
し
つ
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　

は
飼
い
主
の
義
務

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は

・
犬
の
登
録
を
行
い
、
鑑
札
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

・
毎
年
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
て
、
注
射
済
票
の
登
録
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

近
所
に
お
住
ま
い
の
方
と
犬
の

ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
に

も
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
犬
を
飼
育

し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

環
境
政
策
担
当

　
　

（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）　

犬
を
飼
育
す
る
上
で

の
ル
ー
ル
を

守
っ
て
い
ま

す
か
？

　

市
で
は
、環
境
教
育
の
一
環
と
し

て
、毎
年
市
内
小
学
５
年
生
を
対
象

に
夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て
「
キ
ッ

ズ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

キ
ッ
ズ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

児
童
が
家
族
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

環
境
や
エ
コ
に
つ
い
て
考
え
、
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
の
節
約
、家
庭
か
ら

出
る
ご
み
の
減
量
化
な
ど
を
２
週

間
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
も
の
で
す
。

　

甘
利
小
６
年
の
横
田
真
衣
さ
ん

に
昨
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
と
き
の

感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
や
っ
て
い
て
苦
労
し
た
点
は
？

　

ガ
ス
や
水
道
メ
ー
タ
ー
の
位
置

を
探
す
こ
と
か
ら
入
り
ま
し
た
。

　

ガ
ス
や
水
道
の
使
用
料
を
計
算

す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

書
類
の
書
き
方
も
難
し
か
っ
た

で
す
。

Ｑ
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
み
ま

　

し
た
か
？

　

ハ
ミ
ガ
キ
の
と
き
に
水
を
出
し

続
け
な
い
こ
と
や
、使
っ
て
い
な
い

部
屋
の
電
気
を
こ
ま
め
に
消
す
こ

と
な
ど
を
続
け
ま
し
た
。

Ｑ
や
っ
て
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
？

　

自
分
が
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を

お
兄
ち
ゃ
ん
や
家
族
み
ん
な
に
相

談
し
な
が
ら
作
成
し
た
こ
と
で
す
。

Ｑ
キ
ッ
ズ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
何
か
変
わ
っ

　

て
き
た
こ
と
は
？

　

去
年
は
、東
北
の
地
震
に
よ
り
各

地
で
停
電
が
あ
っ
た
こ
と
で
節
電

な
ど
し
て
い
ま
し
た
が
、い
ま
ま
で

以
上
に
「
こ
れ
っ
て
エ
コ
か
な
？
」

っ
て
意
識
が
つ
よ
く
な
っ
た
気
が

し
ま
す
。

　
　
　

「
こ
れ
っ
て
エ
コ
か
な
？
」っ
て

　
　
　
　
　

意
識
す
る
よ
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

？！

ご
み
出
し
の

ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

ISO14001プログラムとは、環境基準に関する世界的な取り決めの
規格をもとにした環境を守る管理システム
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■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
　

山
梨
県
美
し
い
県
土
づ
く
り

　
　

推
進
室　

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
３
２
５

　
　

市
都
市
計
画
担
当

　
　

（
内
線
２
５
０
・
２
５
１
）

平
成
24
年
度
山
梨
県

　
　
　

俳
句
大
会
作
品
募
集

　

県
下
全
市
町
村
文
化
協
会
の
俳

句
部
門
が
連
携
し
て
広
く
全
県
の

県
民
を
対
象
と
し
た
大
会
で
す
。

■
主
催

　
　

山
梨
県
文
化
協
会
連
合
会

■
対
象
者　

県
内
在
住
者

　
　

（
高
校
生
以
上
）、
一
人
５
句

　
　

（
四
季
雑
詠
、
未
発
表
）

■
参
加
費　

２
、０
０
０
円

　
　
　
　

（
郵
便
振
替
口
座
利
用
）

■
募
集
期
間　

　
　

７
月
31
日（
火
）ま
で

■
顕
彰　

知
事
、
議
長
、
マ
ス
コ

　
　

ミ
各
社
な
ど
21
の
賞

■
表
彰
・
講
演
日
時

　
　

10
月
14
日（
日
）
13
時
30
分

　
　

山
梨
県
立
文
学
館

　

演
題「
俳
句
の
表
現
力
を
磨
く
」

　

山
梨
大
学
教
授　

須
貝　

千
里

■
お
問
い
合
わ
せ

　

作
品
の
投
稿
方
法
及
び
募
集
要

領
の
入
手
等
詳
細
は

　
　

生
涯
学
習
担
当

　
　

（
内
線
２
６
７
）

び
試
験
実
施
要
綱
等
は
峡
北
広
域

行
政
事
務
組
合
総
務
課
で
配
布
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務
課 

　
　

☎
２
２
ー
３
３
１
１

　
　

（
内
線
２
１
・
３
９
）

山
梨
県
景
観
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

美
し
い
景
観
は
、
私
た
ち
の
貴

重
な
財
産
で
す
。

　

県
で
は
、平
成
24
年
１
月
に「
美

し
い
県
土
づ
く
り
推
進
会
議
」
を

設
立
し
、
県
民
・
事
業
者
・
専
門

家
・
公
的
団
体
等
の
多
様
な
主
体

に
よ
る
良
好
な
景
観
づ
く
り
・
地

域
づ
く
り
を
更
に
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
県
民

の
皆
様
に
、
景
観
へ
の
理
解
を
更

に
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
専

門
家
を
招
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
の
で
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
26
日（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

■
場
所　

県
立
文
学
館

■
講
師　

色
彩
計
画
家　

　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

愼
悟

■
内
容　
「
ま
ち
の
景
色
を
つ
く

　
　

る
屋
外
広
告･

･
･

美
し
い
山

　
　

梨
県
の
景
観
形
成
に
寄
与
す

　
　

る
屋
外
広
告
物
の
あ
り
方
」

■
定
員　

２
０
０
名

■
参
加
費　

無
料

■
受
験
資
格

◇
学
歴
及
び
年
齢
要
件

　

【
消
防
職
Ａ
】

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
。）
を
卒
業
し

た
者
及
び
平
成
25
年
３
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
者

　

【
消
防
職
Ｂ
】

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
で
、
上
記
消
防
職
Ａ
の
要
件
に

該
当
し
な
い
者

◇
住
所
要
件

　

峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合
管
内

（
韮
崎
市
、
北
杜
市
、
甲
斐
市
）

に
居
住
し
て
い
る
者
又
は
居
住
し

得
る
者

※
そ
の
他
必
要
と
な
る
要
件
が
あ

る
た
め
、
詳
細
は
直
接
組
合
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◇
そ
の
他

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に

該
当
し
な
い
者

③
消
防
職
員
と
し
て
の
身
体

要
件
を
備
え
て
い
る
者

④
普
通
運
転
免
許
所
有
及
び

取
得
見
込
み
の
者

■
申
込
受
付
期
間　

　
　

７
月
17
日（
火
）

　
　
　
　
　

〜
８
月
７
日（
火)

　

９
時
〜
17
時
（
土
・
日
は
除
く
）

※
７
月
17
日（
火
）か
ら
申
込
書
及

が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

中
北
建
設
事
務
所 

　

都
市
整
備
課　

都
市
計
画
担
当

☎
０
５
５
ー
２
２
４
ー
１
６
７
７

消
防
職
員
採
用
試
験

　
　
　
　
　

実
施
に
つ
い
て

　

峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合
で

は
、
平
成
25
年
４
月
採
用
の
消
防

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
人
員

　
　

若
干
名
（
性
別
不
問
）

屋
外
広
告
物
の

　
　
　

適
正
化
に
つ
い
て

　

広
告
看
板
等
は
、
無
秩
序
に
設

置
さ
れ
る
と
街
並
み
や
自
然
景
観

を
乱
す
原
因
と
も
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
屋
外
広
告
物
は
「
山
梨
県

屋
外
広
告
物
条
例
」
に
よ
り
、
そ

の
「
大
き
さ
」「
色
合
い
」
等
の

基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

実
際
は
こ
の
基
準
に
見
合
わ
な
い

広
告
物
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

県
で
は
今
年
よ
り
屋
外
広
告
物

の
適
正
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

後
、
戸
別
訪
問
に
よ
り
看
板
の
調

査
や
条
例
の
説
明
、
適
正
化
の
お

願
い
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
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っ
て
い
る
方
、
中
学
校
・
高
等
学

校
卒
業
後
、
適
当
な
進
路
が
見
つ

か
ら
な
い
方
や
そ
の
ご
家
族
、
ま

た
そ
う
し
た
方
々
を
支
援
さ
れ
て

い
る
皆
様
に
ぜ
ひ
、
本
校
に
つ
い

て
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

◇
見
学
・
入
学
相
談
（
毎
週
）

　
　

水
曜
日　

９
時
〜
12
時

　
　

木
曜
日　

13
時
30
分
〜
３
時

◇
授
業
見
学
週
間

　
　

７
月
９
日（
月
）〜
13
日（
金
）

　

高
等
部
本
科
保
健
理
療
科
、
専

攻
科
保
健
理
療
科
及
び
専
攻
科
理

療
科
の
授
業
を
公
開

■
お
申
し
込
み

　

受
付
時
間　

平
日
９
時
〜
17
時

※
事
前
に
電
話
申
込

■
お
問
い
合
わ
せ
（
入
学
条
件
及

び
取
得
で
き
る
受
験
資
格
な
ど
）

　

山
梨
県
立
盲
学
校

　

（
甲
府
市
下
飯
田
２
ー
10
ー
２
）

　

教
務
係　

担
当
：
白
倉
、
保
坂

☎
０
５
５
ー
２
２
６
ー
３
３
６
１

平
成
24
年
・
25
年
度

韮
崎
市
身
体
・
知
的
障
害
者

相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
で
は
障
害
の
あ
る
方
の
相
談

や
助
言
に
あ
た
る
た
め
に
、
障
害

者
相
談
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

相
談
員
の
み
な
さ
ん
は
、
障
害
の

あ
る
方
や
そ
の
家
族
の
立
場
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま

残される大切な人のために…
　公正証書による遺言の作成件数は、全国で年間７万件を超

えており、この数は増加傾向にあります。

　また、遺産分割の揉め事は、相続財産の多少に関係ありま

せん。紛争の多くは、相続財産が５千万円に満たない場合に

起こっています。

　万能ではありませんが、紛争を未然に防ぐ手段として有効

な遺言。元気な貴方なら、簡単に作れます。

■お問い合わせ　山岸行政書士事務所　
　☎ 055-287-6583　〒400-0214　南アルプス市百々1819ー4

遺言小冊子＆
無料相談券進呈

市の人口（６月１日現在）
　男　　１５，７３３人 世帯数　　１２，３９０世帯
　女　　１５，９２５人 前月比　　　　－３８人
　計　　３１，６５８人 前月比　　　　　－２世帯

韮崎市国民健康保険より
　6月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負
担額）は 150,036,285 円で、一人あたりの保険者負担
額は、17,887 円 ( 前年同月比　7.07％増）でした。
　引き続き健康に気をつけ、医療費の節約にご協力く
ださい。

17
名
を
減
災
リ
ー
ダ
ー
に
認
定

　

地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
強

化
、
充
実
を
目
的
と
し
て
本
年
度

か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
「
地
域

減
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
」
は
、

５
月
末
ま
で
の
講
座
日
程
を
終

え
、
６
月
２
日
（
土
）
に
第
１
回

認
定
試
験
を
行
い
、
17
名
が
合
格

し
、
減
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
認

定
を
受
け
ま
し
た
。
次
回
は
８
月

４
日
（
土
）
に
試
験
を
行
う
予
定

で
す
。

　

研
修
に
関
心
が
あ
る
方
や
受
講

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

防
災
交
通
担
当

　
　

（
内
線
３
３
９
・
３
９
９
）

　

特
定
非
営
利
法
人
減
災
ネ
ッ
ト

　

や
ま
な
し

　

☎
２
３
ー
５
６
５
６

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

　
　
　
　
　

友
好
親
善
事
業

　

（
財
）日
本
遺
族
会
で
は
、
先
の

対
戦
で
父
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の

遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
の
戦
没

し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼

と
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
慰
霊
友
好

親
善
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
地
域
（
本
年
度
の
予
定
）

　

旧
満
州
、
旧
ソ
連
、
モ
ン
ゴ
ル
、

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
中
国
、
マ

リ
ア
ナ
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
、
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、

ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ
オ
諸
島
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
台
湾
・
バ
ジ
ー
海

峡
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
イ
ン
ド
・
ビ

ス
マ
ー
ク
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

■
費
用

　
　

参
加
費
と
し
て
一
律
９
万
円

　
　

（
３
分
の
１
の
県
補
助
有
り
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

山
梨
県
遺
族
会

☎
０
５
５
ー
２
５
２
ー
７
６
６
４

県
立
盲
学
校

　

見
学
及
び
入
学
相
談

　

視
覚
障
害
の
あ
る
方
の
職
業
自

立
を
目
指
し
た
職
業
学
科
が
県
立

盲
学
校
高
等
部
に
設
置
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

視
力
が
弱
い
た
め
に
車
の
運
転

が
で
き
な
い
等
を
理
由
に
就
職
問

題
で
悩
ん
で
い
る
方
、
視
力
低
下

に
伴
い
現
在
の
仕
事
が
難
し
く
な

す
。
相
談
で
知
り
得
た
個
人
の
情

報
は
固
く
守
り
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

[

身
体
障
害
者
相
談
員]

佐
藤  

正
美
さ
ん　

橋
場
み
ち
こ
さ
ん

[

知
的
障
害
者
相
談
員]杉

山  

浩
子

さ
ん

■
お
問
い
合
わ
せ　

障
が
い
福
祉
担
当（
内
線
１
８
３
）

東日本大震災  義援金受付

■受付期間　平成 24年 9月 30日　※延長しました。
■受付場所　市役所 1階福祉課窓口
　　　　　　（平日 8時 30分～ 17時 15分）
　希望者には義援金採納証明書を発行いたします。
※既にご協力いただいた分を含む
　　　　　　　　　　　（受付簿へ記入された方のみ）

■お問い合わせ　高齢者福祉担当（内線180・181）
平成23年3月14日からの

義援金総額12,912,160円（６月10日現在）
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